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企画部長　　土屋　豊
部の使命・基本方針

　「市民協働のまちの創造」など４つの都市像を実現と、行政経営改革の「徹底した情報の公開と
提供」など３つの指針のもと、政策の実現と組織経営に関してトップのマネジメントを補佐する
ことと各部の組織機能の強化を支える。

２００６年度の取り組みと目標
目標水準具体的内容取組項目

中間案の策定　政策にかかる事業計画、経営改革、財政を組
み込んだ５カ年間の計画を策定します。中期経営計画の策定

制度整備　行政運営の信頼性の向上を目指し、地方自治
法に定める外部監査制度を導入します。外部監査制度の導入

企画部新庁舎担当部長　　渋谷　友克
部の使命・基本方針

　地震に対する危険性、狭あい・分散、設備の老朽化など、現本庁舎が抱えるに至った様々な課
題を抜本的に解決するため、新庁舎の建設計画を推進するとともに、防災・災害復興拠点、市民
と行政の協働空間としての新庁舎を実現する。

２００６年度の取り組みと目標
目標水準具体的内容取組項目

２００６年度予定分の完了

　設計者選定によって選定された契約候補者と
基本設計契約を締結し、「新庁舎建設基本構想・
基本計画」に基づき、さらには市民、議会、行
政の意見・提案を取り入れながら、基本設計を
進めます。

新庁舎建設基本設計

総務部長　　梅橋　敏博
部の使命・基本方針

　市の業務の総合的な管理と職員の育成を進め、適正かつ公正で効率的な行政を進める行政運営
の基盤を支えていく。

２００６年度の取り組みと目標
目標水準具体的内容取組項目

人材育成方針の策定
　市民から信頼され、市民が住んで良かったと
思えるサービスを提供できる職員を育てる方針
をつくります。

人材育成方針の策定

６７か所の避難所の円滑
な運営

　大規模災害時における避難所の開設・運営を
円滑に行えるよう自主防災組織・学校教職員・
避難所指定市職員の三者による避難所関係者連
絡会を避難所ごとに設立します。

市民と行政の協働による
防災体制づくり

税務部長　　鬼頭　孝典
部の使命・基本方針

　税務行政は、市民との信頼関係の柱となるものであり、市税収入は市政運営の基盤となるもの
であることから、適正かつ公平な市税の課税と徴収が税務部に課せられた使命である。

２００６年度の取り組みと目標
目標水準具体的内容取組項目

市民理解度の向上　広報及び出前説明会等により制度改正の周知
を図ります。税情報の広報充実

市税徴収率９５.４％　負担の公平性、財源確保のため市税徴収率を
向上させます。市税徴収率の向上

市民部長　　浅野　正
部の使命・基本方針

　「市役所の顔」として、市民＝顧客という市民の立場に立って「親切第一」に市民が満足する丁
寧で正確な高い品質のサービスを提供し、市民に「信頼」される市民部をめざします。

２００６年度の取り組みと目標
目標水準具体的内容取組項目

市民満足度の向上
　ＩＳＯ９００１窓口サービスを改善し、町田市版
「さわやか窓口」の実施に向けて、システムを
検討します。

「さわやか窓口」システ
ムの実施

市民理解度の向上

　国民健康保険の制度改正をふまえ、国保税の
支払いや給付、国民年金の加入等について出前
相談会を行います。また、市広報の活用や税務
部との合同相談も検討します。

国民健康保険等の出前相
談会と情報提供の充実

市民部生活文化担当部長　　森　和秋
部の使命・基本方針

　市民部生活文化担当は、市民の「生活と文化の向上、安全安心なまちづくり」を図るため、地
域コミュニティやテーマコミュニティなど様々な団体との協働のもとに住みよいまちづくりを目
指します。

２００６年度の取り組みと目標
目標水準具体的内容取組項目

指針（素案）作成
　地域コミュニティとテーマコミュニティを中
心に置いた市民協働に関する基本的な考え方を
示します。

市民協働の推進に関する
指針の作成

配信先３０００人　希望者にパソコン・携帯端末への情報メール
の配信を行います。

不審者情報、犯罪者情報
の配信

健康福祉部長　　鈴木　正
部の使命・基本方針

　住み慣れたまちで、高齢者や障がい者をはじめ誰もが当たり前に生活できる社会、安心して暮
らせる社会の実現を目指します。そのために市民・ＮＰＯ・企業・行政等の協働による新たな地
域福祉活動への取り組みを強化・促進します。

２００６年度の取り組みと目標
目標水準具体的内容取組項目

支援・協力体制の確立
　町田市、社会福祉協議会、地域包括支援セン
ター、医師会、司法書士会等との相談、申立て、
後見開始までの支援体制の確立

成年後見制度利用支援機
関とのネットワーク化の
推進

予定サービス（１７）の
実施率１００％

　福祉サービス第三者評価受審事業の実施、公
表方法の充実

福祉サービスの情報提供
の充実

健康福祉部保健介護推進担当部長　　田村　俊二
部の使命・基本方針

　市民一人ひとりが健康で、自立し、住み慣れたまちで暮らし続けられる社会の実現を図るため、
健康づくりや、介護保険サービス、介護予防事業等を促進し、安心して生活できるまちづくりを
目指します。

２００６年度の取り組みと目標
目標水準具体的内容取組項目

①１か所
②１か所
③１か所
④４ユニット

　以下の事業の事業者を公募により選定し、基
盤整備を進めます。①夜間対応型訪問介護②認
知症対応型通所介護③小規模多機能型居宅介護
④認知症対応型共同生活介護

地域密着型サービスの基
盤整備

検討終了　情報を一元化した冊子作成及びホームページ
掲載の検討

健康づくり施策の情報一
元化

子ども生活部長　　寺内　惠一
部の使命・基本方針

　子どもたちが健やかに育ち、子育てが楽しくできるまちは、人もまちも輝き、希望があふれる
まちです。地域の人たちみんなが、子どもの育ち・子育てに興味を持ち、安全・安心な地域と、
主体的な子ども、主体的な市民が育つまちをつくっていきます。

２００６年度の取り組みと目標
目標水準具体的内容取組項目

待機児童数前年度△
２０％

　分園の設置、定員の弾力化を実施するととも
に、園舎の老朽化に伴う建替え等を行い、待機
児童の解消を図ります。

待機児童の解消

２か所　１小学校区１学童保育クラブの設置目標に基
づき、今年度２小学校区に整備します。学童保育クラブの整備

２面へ続く
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し
い
内
容
に
つ
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て
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現
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取
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組
み
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事
目
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長
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水道部長　　渋谷　剛二
部の使命・基本方針

　安全で美味しい水を安定供給するとともに、災害に強いライフラインを整備する。
２００６年度の取り組みと目標

目標水準具体的内容取組項目
執行体制の変更
人員削減▲４人給水装置業務の東京都への一部移行業務移行計画

管工事に関して
１００％耐震管

耐震管への布設替
（約９，０００ｍ）災害対策事業

市民病院事務長　　伊藤　美明
部の使命・基本方針

　市民病院が、町田市の中核病院としての役割を確実に発揮できるために、経営の強化を総合的
に推進し、質の高い医療を安定して提供できる体制を進めていく。

２００６年度の取り組みと目標
目標水準具体的内容取組項目

院内委員会での取得計
画策定

　患者の視点を重視した、信頼される医療提供
を目指すため、第三者による評価を目的に財団
法人日本医療機能評価機構の病院機能評価受審
に着手します。

病院機能評価の取得

救急受入患者数１０％増
　外科系救急診療体制を改善し、より多くの患
者受け入れが可能なシステムの構築を図りま
す。

救急医療体制の充実

選挙管理委員会事務局長　　大澤　博樹
部の使命・基本方針

　選挙は、有権者が政治に参加する最も重要な機会であり、積極的な投票参加は、民主政治の健
全な発展のために欠かすことのできないものであることを認識し、法令に基づき、選挙事務の管
理執行を適正・円滑に行い、更に、投票しやすい環境づくり、明るい選挙・投票意識の高揚を積
極的に推進する。

２００６年度の取り組みと目標
目標水準具体的内容取組項目

在外選挙人名簿の精度
を向上させる

・「在外選挙人業務処理マニュアル」を作成し
ます。

・市民課戸籍係と定期的に台帳の照合を行いま
す。

在外選挙人名簿の正確性
の向上と処理の迅速化

緊急事態対応マニュア
ルの完成　「緊急事態対応マニュアル」を作成します。

選挙執行時における事故
や災害発生等不測の事態
への対処

監査事務局長　　堀江　秀信
部の使命・基本方針

　監査事務局は、監査委員の補助組織として、法令に基づく監査機能を発揮して市の行財政事務
の執行について監査を実施し、市民に公表することにより、公正で効率的な行政運営の確保に資
するとともに、市民サービスの向上に寄与します。

２００６年度の取り組みと目標
目標水準具体的内容取組項目

４部（対前年度＋１部
※事務局と会計課を１
部に換算）

　全部局（部１４、事務局５、会計課）について
４年で一巡するよう監査を実施します。

定期監査（部監査）実施
率の向上

概要掲載　監査結果等の掲載情報の内容が市民に見やす
く分かりやすいように概要を掲載します。監査ホームページの充実

農業委員会事務局長　　大貫　健次
部の使命・基本方針

　地域に根付いたかけがえのない農地を保全し、農畜産物の生産や多面的機能の発揮により、潤
いのある市民生活が送れるために、生産緑地指定農地制度及び相続税納税猶予制度の適正な管理
を図る。

２００６年度の取り組みと目標
目標水準具体的内容取組項目

不耕作農地６０件、
１０５筆に対して改善指
導する。

　不耕作農地を保全管理、肥培管理の状態に改
善指導します。　　　　　　　　　

生産緑地地区農地及び相
続税納税猶予制度適用農
地の不耕作農地の解消　

議会事務局長　　五十嵐　隆
部の使命・基本方針

・議員への公平・公正な対応と、市民に議会情報の提供等を行うことにより、議会の円滑な運営
及び議員の活発な議会活動をサポートする。
・地方分権を見据えた議会事務局の体制強化の取り組みを行う。

２００６年度の取り組みと目標
目標水準具体的内容取組項目

実施　議会運営業務能力の向上
地方自治法改正等に伴う
スタッフ能力・組織の強
化

実施　法制実務能力の向上

調査・検討　常任委員会・議会運営委員会・特別委員会の
所属複数化への対応

一部実施　議会情報をインターネット掲示等により、市
民に速やかに発信

更に開かれた議会の推進
調査・検討　インターネット中継の拡充（委員会中継の検

討）

学校教育部長　　安藤　源照
部の使命・基本方針

　公立学校教育への期待に応え、２１世紀を支える市民を育成するため、指導力の向上と教育環境
の充実を図り、個に応じた教育を進めるとともに、地域と共にある学校づくりを推進する。

２００６年度の取り組みと目標
目標水準具体的内容取組項目

特別支援教育モデル校
４校、小中一貫教育カ
リキュラム作成、国際
交流事業参加校５校

　特別支援教育実施や町田市独自の小中一貫教
育実施に向けた体制づくりを進めるほか、学校
ＬＡＮを活用した施策を展開します。

新たな教育課題への対応
の充実

大学連携協定締結２校
地域人材リスト１００人
報告書作成

　市内大学からの学生派遣制度や大学・市教委
共催型研修等の次年度スタートに向けた準備や
学校ボランティア活用を推進します。

地域資源の活用検討

生涯学習部長　　河野　修
部の使命・基本方針

　市民が多様な学習活動や文化・スポーツにふれあう機会をもち、そこで身につけた知識、技能
や経験を活かし、生きがいを感じられるよう、市民主体の様々な場と機会を提供します。

２００６年度の取り組みと目標
目標水準具体的内容取組項目

策定
　生涯学習・文化振興の施策体系を策定し、既
存事業と組織の課題を抽出し、整理を行いま
す。

多様な学習や文化・スポ
ーツの活動の場や機会の
提供のしくみづくり

回遊する市民の増加
　文学館開館に合わせ、国際版画美術館では展
示、社会教育課と図書館では講演会で連携し、
文化ゾーンづくりを始めます。

文学館開館と部内の事業
連携の強化

環境・産業部長　　山下　久
部の使命・基本方針

　環境への負荷の少ない持続的発展が可能な循環型社会の実現を目指し、環境マスタープラン・
環境基本計画の着実な推進を図るとともに、商都町田を機軸にした産業振興を図る。

２００６年度の取り組みと目標
目標水準具体的内容取組項目

０６年度排出量を０２年度
の６８，０１７ｔ－ｃｏ２か
ら削減

・温暖化防止に向け、市民・事業者に対する率
先実行の一環として、市の業務における温室
効果ガス排出量を削減します。
・環境マネジメントシステムの着実な定着を図
ります。

地球温暖化の防止

・条例素案の策定
・計画素案の策定

　前年度策定した産業振興基本方針をふまえ、
基本方針の再検討と、産業振興基本条例の骨子
をまとめ、産業振興計画の検討や中心市街地の
活性化を進めます。

産業振興計画の策定

環境・産業部農のまちづくり担当部長　　大貫　健次
部の使命・基本方針

　北部丘陵地域の「農業とみどりのふるさとづくり」を推進し、町田市農業の確立を図る。
２００６年度の取り組みと目標

目標水準具体的内容取組項目
地域地権者の合意・Ｊ
Ａ町田市との調整・関
係機関との調整

　北部丘陵地域での緑地の保全・活用、都市農
業の振興などの目標を実現するため、公社設立
の調査研究を進めます。

（仮）農とみどりの公社
設立の推進

継続的実施　認定農業者による朝市の実施地産地消の推進

清掃事業部長　　牧田　惠次
部の使命・基本方針

　町田市民の良好で快適な生活を確保するため、廃棄物の減量及び資源化を市民と協働により推
進し、また、環境への負荷の少ない循環型社会の構築を目指す。

２００６年度の取り組みと目標
目標水準具体的内容取組項目

減量計画案の抽出・集
約

　市民が実践できるごみ減量の具体的方策を
「ごみゼロ市民会議」で検討していきます。ごみ減量化施策の具体化

収集体制の再編　ごみの収集委託化に向け、収集体制や仕様書
等の策定に着手します。

ごみ収集委託化の計画策
定

清掃事業部施設計画担当部長　　　木　伸一
部の使命・基本方針

　町田市の現状を踏まえ、リサイクルの徹底などによる脱焼却・脱埋立のごみ処理を目指しつ
つ、当面の需要に対応するため、ごみ処理技術の進展を見据えながら、安全性に配慮した環境保
全型の高次な処理を有する処理施設の整備を推進する。

２００６年度の取り組みと目標
目標水準具体的内容取組項目

基本構想策定

　現状の廃棄物処理の状況や廃棄物施設の設置
・処理状況を把握分析し、今後の廃棄物処理の
あり方を検討することにより、中長期的廃棄物
処理施設の基本構想を策定します。

「廃棄物処理施設基本計
画」の策定

調査実施

　最終処分場の適正な閉鎖に向け、安定化等の
維持管理を実施するにあたり、水質汚濁等の防
止措置などの適正化のための基礎調査を行いま
す。

最終処分場の適正閉鎖に
向けた基礎調査

建設部長　　鷲北　秀樹
部の使命・基本方針

・市民生活や産業活動に重要な都市基盤である道路を効率的及び効果的に整備を行い、市民が速
やかに安全に安心して道路を利用し、かつ、円滑に移動するための良好な道路環境を提供しま
す。
・市民の誰でもが安心して暮らせる居住環境の提供を図ります。

２００６年度の取り組みと目標
目標水準具体的内容取組項目

効果的優先順位の決定　『第三次事業化計画』にて選定された市施行
路線（６路線８箇所）の効果的優先順位の決定幹線道路の整備促進

長期交渉地３件の完了　土地収用法を取り入れた用地取得

前年度比
＋５団体

・違反広告物除去員による違反広告物追放
・市民団体による道路環境美化活動の推進
・対象団体の拡大

市民協働による道路管理
の推進

都市計画部長　　畑　久男
部の使命・基本方針

　「住みたい・住んでよかった」と思われる都市・風格ある都市の実現に向け、都市を構成する
様々な主体との協働を通して、計画的な街づくりを進める。

２００６年度の取り組みと目標
目標水準具体的内容取組項目

一地区での地区街づく
りプラン案の実現へ目
処をつける

・「地区計画」策定に向けた地区街づくり活動
団体等に対し、地区の方針を整理し、プラン
案作成ができるように支援します。
・新たに誘導・支援する地区の取り組みを行い
ます。

地区街づくり推進方策の
確立

実現又は実現に向けた
目処をつける

・市民バス「まちっこ」公共施設巡回ルートの
変更
・地域コミュニティバス「金森成瀬駅ルート」
の実施
・地域コミュニティバス「玉川学園東ルート」
の実施準備

市民バス・地域コミュニ
ティバス事業の推進

都市計画部区画整理担当部長　　荒井　昭治
部の使命・基本方針

　土地区画整理事業による計画的な市街地の整備を推進することで、道路や公園などの公共施設
の整備、土地の有効利用の促進、地震や災害に強い街の形成を図る。

２００６年度の取り組みと目標
目標水準具体的内容取組項目

保留地処分１００％
公園等の公共施設整備
１００％

　全ての保留地の処分と公園など公共施設の完
成

忠生土地区画整理事業の
早期完成

公園等の公共施設整備
１００％換地処分
清算事務の準備

　換地処分手続きを完了し、次年度以降の清算
業務の事務準備を行います。

鶴川駅北土地区画整理事
業の完成

下水道部長　　中島　裕次
部の使命・基本方針

　重要な都市基盤である下水道を整備し、これを良好に維持管理していくことにより、安全で快
適な市民生活の向上を図る。

２００６年度の取り組みと目標
目標水準具体的内容取組項目

人口普及率の向上
８２．９％（０．３％）

　公共下水道の普及へ向け更なる汚水幹線の延
伸と枝線の設置工事を進めていきます。
整備延長＝１，９００ｍ、整備面積＝６５ha

汚水幹線の延伸と面的整
備の推進

計画策定　維持管理の効率化を図る為、予防保全型への
移行を検討します。

下水道施設の維持管理計
画の策定
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【　

歳
を
過
ぎ
れ
ば
乳
が
ん
年
齢
で

２０
す
】

　
　
　

健
康
課
11
７
２
５
・
５
１
７
８

　

乳
が
ん
か
ら
自
分
を
守
る
た
め
に
、

こ
の
機
会
に
勉
強
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

○
日
時　

８
月
８
日
（
火
）
午
前　

時
１０

〜　

時　

分

１１

３０

○
会
場　

健
康
福
祉
会
館

○
内
容　

「
生
活
習
慣
病
と
乳
が
ん
を

予
防
す
る
食
生
活
」
「
乳
が
ん
と
は
…

早
期
発
見
の
大
切
さ
」
「
自
己
検
査
法

実
技
講
習
」

○
申
し
込
み　

電
話
で
健
康
課
へ
。

乳
が
ん
に
つ
い
て
の

勉

強

会

【
う
つ
、
う
つ
状
態
、
う
つ
病
に
つ
い

て
】

　
　
　

健
康
課
11
７
２
５
・
５
４
７
１

○
日
時　

９
月
２
日
（
土
）
午
前　

時
１０

〜
正
午

○
会
場　

北
里
大
学
医
学
部
合
同
講
義

室
（
相
模
原
キ
ャ
ン
パ
ス
内
）

○
講
師　

北
里
大
学
医
学
部
精
神
科
学

・
山
本
賢
司
氏

○
申
し
込
み　

往
復
ハ
ガ
キ
に
住
所
・

氏
名
・
電
話
番
号
を
明
記
し
、
８
月　
１５

日
ま
で
（
必
着
）
に
北
里
大
学
病
院
総

合
相
談
部
公
開
講
座
担
当
（
〒　

－

８

２２８

５
５
５
、
相
模
原
市
北
里
１－

　

－１５

１
、
11
７
７
８
・
９
３
９
７
）
へ
。

北
里
大
学
病
院

公

開

講

座

　
　
　

健
康
課
11
７
２
５
・
５
４
２
２

○
対
象　

平
成　

年
９
月
〜
平
成　

年

１６

１７

２
月
生
ま
れ
の
子
と
保
護
者

○
日
時　

９
月
１
日
（
金
）
午
前
９
時

　

分
〜
正
午

５０

幼
児
食
講
習
会

○
会
場　

健
康
福
祉
会
館

○
内
容　

幼
児
期
の
栄
養
と
発
達
に
つ

い
て
の
話
、
試
食
、
グ
ル
ー
プ
相
談

○
定
員　
　

組
（
申
し
込
み
順
）

２５

※
一
度
参
加
さ
れ
た
方
や
、
き
ょ
う
だ

い
を
お
連
れ
で
の
参
加
は
ご
遠
慮
下
さ

い
。

○
申
し
込
み　

電
話
で
健
康
課
へ
。

　

市
で
は
、
左
表
の
保
育
室
と
委
託
契

約
を
し
て
い
ま
す
。 

○
利
用
で
き
る
方　

市
内
在
住
で
①
両

親
が
共
働
き
、
ま
た
は
自
営
業
の
方
②

家
庭
内
に
病
人
が
あ
り
看
護
が
必
要
な

方
③
出
産
等
で
お
子
さ
ん
を
保
育
で
き

な
い
方 

○
対
象　

０
歳
児
〜
２
歳
児 

○
申
し
込
み　

直
接
、
各
保
育
室
へ
。 

□問
 

子
育
て
支
援
課
11
７
２
４
・
２
１
３

８ 
保

育

室

園

児 

保　育　室　一　覧　表
所　在　地電　話定員保　育　室　名

金井５－１－１７３５・２５６７１２人たんぽぽ保育室

木曽町４６５－６７２５・１３７８１２人こざくら保育室

野津田町２６３４
レスポワールＫ２－１０６

７３６・６６４８１２人
ＮＰＯ法人
あおぞら福祉会
おひさま保育園

所
得
限
度
額

　
　

引
き
上
げ
に
つ
い
て

　

平
成　

年　

月
１
日
か
ら
は
所
得
限

１８

１０

度
額
が
児
童
手
当
と
同
じ
金
額
（
左
表

参
照
）
に
引
き
上
げ
ら
れ
ま
す
。

　

こ
の
制
度
は
町
田
市
に
住
所
の
あ
る

小
学
校
就
学
前
の
乳
幼
児
を
養
育
し
て

い
る
保
護
者
に
対
し
て
、
お
子
さ
ん
の

医
療
費
の
保
険
診
療
分
を
助
成
す
る
制

度
で
す
。
３
歳
児
ま
で
（
４
歳
に
達
す

る
日
の
前
日
の
属
す
る
月
の
末
日
ま

で
）
は
、
所
得
限
度
額
を
超
過
し
て
も

資
格
を
持
つ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

新
年
度
の

　
　

申
請
に
つ
い
て

　

新
年
度
の
資
格
（
平
成　

年　

月
１

１８

１０

日
以
降
の
資
格
）
に
つ
い
て
は
、
平
成

　

年
度
（　

年
中
）
の
所
得
で
審
査
し

１８

１７

ま
す
。
現
在
乳
幼
児
医
療
証
を
お
持
ち

で
な
い
方
、
有
効
期
間
が
８
月　

日
以

３１

前
ま
で
の
医
療
証
を
お
持
ち
の
方
で
、

新
た
に
所
得
が
限
度
額
未
満
と
思
わ
れ

る
方
は
申
請
し
て
下
さ
い
。

　

８
月　

日
ま
で
に
申
請
す
る
と
、
平

３１

成　

年　

月
１
日
か
ら
の
医
療
証
を
９

１８

１０

月
末
に
郵
送
し
ま
す
（
申
請
が
遅
れ
る

と
、
資
格
取
得
日
が　

月
１
日
以
降
に

１１

な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
）
。

※
４
月
の
児
童
手
当
制
度
改
正
の
際
に

乳
幼
児
医
療
費
助
成
の
新
年
度
申
請
書

を
既
に
提
出
さ
れ
て
い
る
方
、
有
効
期

間
が
９
月　

日
ま
で
の
医
療
証
を
お
持

３０

ち
の
方
は
申
請
の
必
要
は
あ
り
ま
せ

ん
。

○
申
請
に
必
要
な
も
の

　

お
子
さ
ん
の
健
康
保
険
証

※
平
成　

年
１
月
２
日
以
降
町
田
市
に

１８

転
入
さ
れ
た
方
は
、
平
成　

年
度
（　

１８

１７

年
中
）
児
童
手
当
用
の
所
得
証
明
書

（
区
市
町
村
に
よ
っ
て
名
称
が
異
な
り

ま
す
）
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
平
成　
１８

年
１
月
１
日
に
住
民
登
録
し
て
い
た
区

市
町
村
か
ら
お
取
り
寄
せ
下
さ
い
。

※
乳
幼
児
医
療
費
助
成
は
子
ど
も
総
務

課
及
び
各
市
民
セ
ン
タ
ー
で
受
け
付
け

ま
す
。

□問
 

町
田
市
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
11
０
４
２

・
７
２
４
・
５
６
５
６
、
子
ど
も
総
務

課
11
７
２
４
・
２
１
４
３

　

自
立
支
援
法
の
施
行
に
伴
い
、
平
成

　

年　

月
１
日
か
ら
知
的
障
害
児
施

１８

１０

設
、
盲
ろ
う
あ
児
施
設
、
肢
体
不
自
由

児
施
設
お
よ
び
重
症
心
身
障
害
児
施
設

に
入
所
し
て
い
る
方
で
一
定
の
要
件
を

満
た
す
方
は
、
申
請
に
よ
り
乳
幼
児
医

療
費
助
成
や
ひ
と
り
親
家
庭
等
医
療
費

助
成
を
受
け
ら
れ
ま
す
。
該
当
さ
れ
る

方
は
お
早
め
に
申
請
し
て
下
さ
い
。
９

月　

日
ま
で
に
申
請
し
認
定
に
な
れ
ば

２９
資
格
取
得
日
が
平
成　

年　

月
１
日
か

１８

１０

ら
の
医
療
証
を
交
付
し
ま
す
（
申
請
が

遅
れ
る
と
資
格
取
得
日
が　

月
２
日
以

１０

降
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
）
。

※
乳
幼
児
医
療
費
助
成
は
、
お
子
さ
ん

の
住
所
が
町
田
市
の
方
が
対
象
で
す
。

※
ひ
と
り
親
家
庭
等
医
療
費
助
成
は
、

町
田
市
に
住
所
の
あ
る
ひ
と
り
親
家
庭

の
父
ま
た
は
母
、
お
よ
び
父
ま
た
は
母

に
一
定
の
障
が
い
が
あ
る
方
等
と
、
養

育
さ
れ
て
い
る
児
童
が
対
象
で
す
。

※
所
得
制
限
が
あ
り
ま
す
。
所
得
限
度

額
や
申
請
に
必
要
な
書
類
な
ど
詳
細
に

つ
い
て
は
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

□問
 

子
ど
も
総
務
課
11
７
２
４
・
２
１
４

３

乳
幼
児
医
療
費
助
成
制
度

乳
幼
児
医
療
費
助
成
制
度

障
が
い
児
施
設
入
所
中
の
お
子
さ

ん
の
乳
幼
児
・
ひ
と
り
親
家
庭
等

医
療
費
助
成
に
つ
い
て

平成１８年度（１７年中）所得限度額表

厚生年金等加入
国民年金加入
または

年金未加入
税法上の扶養人数

５，３２０，０００４，６００，００００人

５，７００，０００４，９８０，０００１人

６，０８０，０００５，３６０，０００２人

６，４６０，０００５，７４０，０００３人

６，８４０，０００６，１２０，０００４人

１人増えるごとに３８０，０００円加算

※扶養人数とは平成１７年中の税法上の扶養人数です。
※所得（給与所得者は給与所得控除後の額）から控除額一覧
表の該当額を控除した額を限度額表と比較して下さい。

控　除　額　一　覧　表
控　除　額各　　種　　控　　除

相当額雑 損 ・ 医 療 費

相当額小 規 模 企 業 共 済 等 掛 金

 ６０，０００老 人 扶 養 （ １ 人 に つ き ）

 ６０，０００老 人 控 除 対 象 配 偶 者

２７０，０００障 害 者 控 除

４００，０００特 別 障 害 者 控 除

２７０，０００寡 婦（夫） 控 除

３５０，０００特 定 寡 婦 控 除

２７０，０００勤 労 学 生 控 除

 ８０，０００一 律 控 除

　

１
９
４
５
年
８
月
６
日
、
広
島
に
人

類
史
上
初
め
て
原
子
爆
弾
が
投
下
さ
れ

ま
し
た
。
さ
ら
に
、
８
月
９
日
に
は
長

崎
に
も
投
下
さ
れ
、
太
平
洋
戦
争
は
、

８
月　

日
に
終
戦
と
な
り
ま
し
た
。

１５

　

被
爆
・
終
戦
か
ら　

年
余
り
の
歳
月

６０

が
過
ぎ
ま
し
た
が
、
戦
争
の
傷
跡
は
い

ま
だ
深
く
残
っ
て
い
ま
す
。
私
た
ち

は
、
犠
牲
者
の
め
い
福
を
祈
る
こ
と
を

忘
れ
ず
、
戦
争
の
な
い
、
平
和
な
世
界

の
実
現
の
た
め
に
永
久
に
努
力
し
て
い

か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

そ
こ
で
、
町
田
市
は
恒
久
平
和
の
願

い
を
込
め
て
、
１
９
８
３
年
２
月
１
日

に
非
核
平
和
都
市
宣
言
を
行
い
ま
し

た
。
ま
た
、
１
９
８
８
年
２
月
１
日
に

は
市
役
所
駐
車
場
側
入
口
前
に
宣
言
文

と
広
島
市
か
ら
寄
贈
を
受
け
た
旧
広
島

市
庁
舎
の
被
爆
石
を
組
み
込
ん
だ
宣
言

碑
を
設
置
し
ま
し
た
。

　

市
で
は
、
広
島
原
爆
投
下
の
日
で
あ

る
８
月
６
日
、
並
び
に
、
長
崎
原
爆
投

下
の
日
で
あ
る
８
月
９
日
、
終
戦
の
日

で
あ
る
８
月　

日
に
、
以
下
の
と
お
り

１５

そ
れ
ぞ
れ
１
分
間
、
防
災
無
線
で
チ
ャ

イ
ム
を
放
送
し
ま
す
。
犠
牲
者
の
め
い

福
と
世
界
平
和
を
願
っ
て
、
黙
と
う
を

さ
さ
げ
ま
し
ょ
う
。

○
６
日　

広
島
原
爆
投
下
の
日
（
午
前

８
時　

分
か
ら
）

１５

○
９
日　

長
崎
原
爆
投
下
の
日
（
午
前

　

時
２
分
か
ら
）

１１○　

日　

終
戦
の
日
（
正
午
か
ら
）

１５
□問
 

企
画
調
整
課
11
７
２
４
・
２
１
０
３

犠犠牲牲者者ののめめいい福福とと
恒恒久久平平和和をを祈祈っってて

黙黙とうをとうを
ささげましょう　ささげましょう

　

７
月　

日
付
で
次
の
と
お
り
市
の

１５

人
事
異
動
が
あ
り
ま
し
た
（
部
長

級
、
カ
ッ
コ
内
は
旧
職
）
。

　

企
画
部
長
兼
企
画
部
政
策
審
議
室

長
（
企
画
部
長
）
土
屋
豊
▽
清
掃
事

業
部
参
事
〔
ご
み
ゼ
ロ
市
民
会
議
担

当
〕
（
企
画
部
政
策
審
議
室
長
）
鑓

溝
慶
一 人

事

異

動

□問 健康課11７２５・５１７８
受診
案内申し込み検診できない方費　用定　員内　容会　場期日対　象検診

名

９月上旬
までにお
送りしま
す。

ハガキ（検診ご
とに１人１枚、
封 書 も 可）に
「肺がん検診申
込」「胃がん検
診申込」または
「乳がん検診申
込」と書き、住
所・氏名（ふり
がな）・生年月
日・電話番号、
胃がん検診また
は乳がん検診は
希望会場・希望
日（第３希望ま
で）を明記し、
８月７日 ま で
（消印有効）に
健康課（〒１９４
－００１３、原町田
５－８－２１、健
康福祉会館内、
11７２５・５１７８）
へ

【共通】 
①既に何らかの自覚症状がある
方（病院で受診して下さい） 

②妊娠中または妊娠の疑いがあ
る方 

【肺がん検診】
①肺に関する疾患で経過観察
中、治療中、手術後の方

【胃がん検診】
①胃に関する疾患で経過観察
中、治療中、手術後の方

②過去１年以内に心臓の発作や
脳梗塞等の脳疾患を発症した
ことのある方

③現在治療中の急性期の疾患を
お持ちの方

④麻痺などがあり検診台の上で
自力で回転できない方

【乳がん検診】 
①乳房に関する疾患で経過観察
中、治療中の方 

②豊胸手術を受けている方 
③現在、授乳中の方
④心臓ペースメーカーを装着し
ている方

⑤腰痛や障がい等により自力で
まっすぐに立っていること
（１０分）が難しい方

１，２００円１００人

問診、レ
ントゲン
直 接 撮
影、かく
たん検査

健康福祉
会 館２６日（火）４０歳

以上
肺
が
ん

８００円各日
５０人

問診、レ
ントゲン
間接撮影
（バリウ
ムを飲み
ます）

健康福祉
会 館

１９日（火）

３５歳
以上

胃
が
ん

２０日（水）

木曽山崎
センター２２日（金）

鶴川市民
センター２５日（月）

受診日の
１０日前ま
でにお送
り し ま
す。

２，８００円

各日
健康福
祉会館
１００人 

多摩丘
陵病院
１０人

問診、視
触診、マ
ンモグラ
フ ィ ー
（乳房Ｘ
線撮影）

健康福祉
会 館

８日（金）２００６年
４月１
日～
２００７年
３月３１
日の誕
生日で
４０歳～
７０歳の
偶数歳
となる
女性

乳
が
ん

１１日（月）
１５日（金）
１６日（土）

多摩丘陵
病 院 
（下小山田
町１４９１）

８日（金）

１１日（月）～
１５日（金）

※肺がん・胃がん検診は毎月、乳がん検診は奇数月に検診を予定しています。
※上記検診はいずれも町田市民で、職場等で検診の機会のない方が対象です。
※肺がん・胃がん検診は年度内（２００６年４月～２００７年３月）１回受診できます。乳がん検診は２年に１回受診でき
ます。
※希望日で割り振りしたうえで、検診日ごとに抽選を行います。抽選にもれた方には、個別に通知します。
※希望時間の指定ができない集団検診であることをご理解のうえ、お申し込み下さい。
【非負担について】※次の方は無料になります。
●○福 医療証をお持ちの方 　●○老 老人保健法医療受給者証をお持ちの方　　●高齢受給者証をお持ちの方
●平成１８年度の市民税非課税世帯の方　　●生活保護受給世帯の方
※受診者に郵送される申込書により、検診当日に「負担・非負担」の届出をして下さい。

９月の検診のご案内



２００６．　．　 （　）８ １ ５

生
ご
み
を
出
す
と
き
は

ギ
ュ
ー
っ
と
よ
く
し
ぼ
っ
て
水
切
り
し
て
ね

ご
み
減
量
課
11
７
９
７
・
０
５
３
０

問

町田市コールセンター11０４２・７２４・５６５６

　原則として乳幼児とその保護者、１８歳までの方が利用できます。
※詳細は各施設へお問い合わせ下さい。
※申し込みについて特記のない催しは、直接会場へおいで下さい。

※ここに掲載した催し物は、一般市民の入場可能な催し物（政治団体、宗教団体等が主催するものを除く）です。①定員に
なり次第入場をお断りします。②内容等は変更する場合があります。③８月の休館日は７日、２１日です。

日　　　時催し名〈対象／定員／費用等〉施設名
午後３時３０分～５時
１２日＝箱カメラ、１９日＝くみたて工
作、２７日＝ばあんの夏まつり・工作
コーナー（タンバリン・とんだとん
だ何がとんだ・カスタネット）
※２７日のみ、正午～午後４時

楽しい工作教室
〈１８歳までの子ども。乳幼児は保護者同伴〉

子ども 
センター 
ばあん 
11７８８・ 
　４１８１ 
休館日は 
毎週（火）

２３日午前１１時から試合開始
※エントリー受付は８月
４日からです

※３人１組での参加となります

君のでばあん
「バスケットボール大会」
〈小学生から１８歳まで、定員１２組〉

６日
午前１０時３０分～１１時１５分

パパといっしょ＝お父さんと体を使っ
ての親子遊び
〈４歳以上の幼児とその保護者〉

子ども
センター
つるっこ
11７０８・
　０２３６
休館日は 
毎週（火）

①９日午後２時～３時
②９日午後３時３０分～４時３０分
③１７日午後２時～４時

こうさくたいむ
①チャルメラ笛②トコトコ人形③空き
箱などで自由工作
〈１８歳までの子ども。幼児は保護者同伴〉

①５日②１９日
午後３時～４時

どり～む・シネマーズ
①『ドナルドダックの消防犬』『釣り
キチ三平～大空にはばたけ～』②『ド
ナルドダックの乳しぼり』『釣りキチ
三平～釣り場の子ギツネ～』
〈１８歳までの子ども。乳幼児は保護者同伴〉

①１日②８日③１８日
午前１０時３０分～正午

じっくりクラフト
①涼しげビニール小物をつくっちゃおう�
②Ｔシャツにプリントしちゃおう�
③アイロンビーズ
〈①②小学生以上③幼児以上、②無地
のＴシャツ持参、費用①③１００円〉

南大谷
子ども
クラブ 
11７３９・ 
　６７９１

①９日②２２日
午前１１時～正午

夏のかんたん工作
①レインスティック②パック万華鏡
〈幼児以上〉

①３日②１７日③２４日
午後２時から

夏の風物詩
①氷とかしたい会②手さぐりで…ぞ～
っとしたい会③魚つりたい会
〈小学生以上〉

２６日午前１１時～午後３時
※当日は、まつりの時間
以外、閉館します

※南大谷団地自治会、応援団共催

こどくら夏祭り～なつやすみ最後のビ
ックイベント�～
あそびのコーナー・お化け屋敷・模擬
店（有料）

①４日②１８日
午前１０時３０分～正午

乳幼児のための「子育て広場」
〈乳幼児とその保護者〉

玉川学園 
子ども 
クラブ 
ころころ 
児童館 
11７１０・ 
　１４７５ 

１７日午後３時３０分～５時折り紙遊び「ドラえもん」 〈小学生以上〉

２３日
午後３時３０分～５時

かつまたさんの将棋教室
「ころころ竜王戦」

プロ棋士の指導、初めての子もＯＫです。
〈小学生以上、定員４０人〉

２４日
午前１０時３０分～午後３時

Mr. メビタ・マーの夏休みワークショップ
「水で絵を描いて（マーブリング）

立体壁画をつくろう」
〈小学生以上、定員３０人、お弁当・水筒持
参、よごれてもいい服装で参加して下さい〉

子どもセンター・子どもクラブ　８月の催し □問 児童青少年課11７２４・２１８２
　

犬
の
飼
い
主
に
対
し
て
マ
ナ
ー
と
ル

ー
ル
を
呼
び
か
け
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
、
犬
フ
ン
拾
い
に
取
り
組
む
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
を
実
施
し
ま
す
。

　

犬
の
飼
育
者
の
意
識
向
上
を
目
指
す

た
め
、
ぜ
ひ
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

○
日
時　

９
月　

日
（
日
）
午
前　

時

２４

１０

〜
正
午
（
雨
天
中
止
）

○
申
し
込
み　

所
定
の
用
紙
（
境
川
ク

リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
に
あ
り
ま
す
）
を
、

８
月　

日
ま
で
に
直
接
ま
た
は
郵
送
で

２５

環
境
保
全
課
（
〒　

－

０
０
３
３
、
木

１９４

曽
町
２
０
５
、
境
川
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ

ー
内
、
11
７
２
４
・
２
７
１
１
）
へ
。

※
所
定
の
用
紙
は
、
町
田
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま

す
。

※
個
人
で
も
、
団
体
で
も
申
し
込
み
で

き
ま
す
。
団
体
の
場
合
は
実
施
場
所
を

わ
ん
わ
ん
ク
リ
ー
ン

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

団
体
で
決
め
て
い
た
だ
き
ま
す
。

※
個
人
の
場
合
の
実
施
場
所
は
実
行
委

員
会
で
調
整
し
ま
す
。

主
催　

町
田
動
物
愛
護
の
つ
ど
い
実
行

委
員
会

　

実
際
に
ピ
ザ
を
手
作
り
し
、
ナ
ッ
ツ

類
を
薫
製
に
す
る
こ
と
で
、
用
具
の
利

用
に
つ
い
て
学
び
ま
す
。

　

本
講
習
の
受
講
者
の
み
、
ピ
ザ
窯
・

大
地
沢
青
少
年
セ
ン
タ
ー

ピ
ザ
窯
・
薫
製
箱

利

用

講

習

会

市
立
図
書
館

児

童

講

演

会

【
樹
液
を
め
ぐ
る
昆
虫
た
ち
】

　

直
接
会
場
へ
お
い
で
下
さ
い
。

○
日
時　

８
月
８
日
（
火
）
午
後
１
時

　

分
〜
４
時

３０○
会
場　

同
館
６
階
ホ
ー
ル

○
定
員　

１
１
９
人
（
先
着
順
）

○
内
容　

ぐ
ん
ま
昆
虫
の
森
園
長
・
矢

島
稔
氏
に
よ
る
お
は
な
し
と
ス
ラ
イ
ド

上
映

○
費
用　

５
０
０
円
（
当
日
徴
収
）

□問
 

中
央
図
書
館
11
７
２
８
・
８
２
２
０

子
ど
も
セ
ン
タ
ー
ば
あ
ん

夏
休
み
の
自
由
工
作

　

直
接
会
場
へ
お
い
で
下
さ
い
。

○
対
象　

乳
幼
児
〜　

歳
の
方
と
そ
の

１８

保
護
者

○
日
時　

８
月　

日
（
水
）
午
後
２
時

３０

〜
４
時

○
内
容　

廃
材
を
使
っ
た
自
由
工
作

□問
 

子
ど
も
セ
ン
タ
ー
ば
あ
ん
11
７
８
８

・
４
１
８
１

町田市民ホール事業�
休 館 日　第１・３月曜日�
　　　　　（祝日のときはその翌日）�
受付時間　午前８時３０分～�
　　　　　午後５時�

※電話はおかけ間違えのない�
　ようにお願いします。�

　

古
典
の
舞
台
で
現
代
を
語
る
、
志
の

輔
落
語
の
楽
し
さ
を
存
分
に
味
わ
っ
て

下
さ
い
。

　

月
９
日
（
木
）

１１午
後
６
時　

分
開
演

３０

３
５
０
０
円

（
税
込
、
全
席
指
定
）

　

入
場
希
望
の
方
は
電
話
で
町
田
市
民

ホ
ー
ル
（
11
7
2
8
・
4
3
0
0
）
へ
。

※
６
歳
以
上
の
お
子
さ
ん
か
ら
入
場
で

き
ま
す
。

【
８
月
３
日
午
前
８
時　

分
か
ら
電
話

３０

予
約
受
付
開
始
】

※
初
日
は
電
話
予
約
の
み
の
受
付
で
す
。

立
川
志
の
輔

立
川
志
の
輔

独
演
会

独
演
会

立川志の輔

　

昨
年
６
月
に
チ
ェ
コ
よ
り
親
善
団
が

来
日
し
、
町
田
市
民
と
交
流
を
持
ち
ま

し
た
。
今
回
は
返
礼
と
し
て
９
月　

日
１５

に
町
田
フ
ィ
ル
・
バ
ロ
ッ
ク
合
奏
団
、

町
田
市
民
の
皆
さ
ん
が
チ
ェ
コ
を
訪
問

し
ま
す
。
こ
れ
を
記
念
し
て
の
壮
行
演

奏
会
で
す
。

　

演
奏
＝
町
田
フ
ィ
ル
・
バ
ロ
ッ
ク
合

奏
団
▽
指
揮
＝
荒
谷
俊
治
（
町
田
フ
ィ

ル
音
楽
監
督
）
▽
チ
ェ
ン
バ
ロ
独
奏
＝

伊
澤
ゆ
み
子

〈
予
定
曲
目
〉
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
…
「
デ

ィ
ヴ
ェ
テ
ィ
メ
ン
ト
」
ニ
長
調
作
品

　

、
早
川
正
昭
…
「
日
本
の
四
季
」
よ

K.136り
「
秋
」
、
「
景
福
宮
打
令
」
（
荒
谷

俊
治
編
曲
）
、
ヘ
ン
デ
ル
…
「
チ
ェ
ン

バ
ロ
協
奏
曲
」
作
品　

、
ホ
ル
ス
ト

4.6

「
セ
ン
ト
・
ポ
ー
ル
組
曲
」
作
品　
29

９
月
２
日
（
土
）

午
後
６
時　

分
開
演（
６
時
開
場
）

３０

入
場
無
料
・
全
席
自
由

○
会
場　

国
際
版
画
美
術
館
講
堂
（
定

員
２
０
０
人
）

※
整
理
券
が
必
要
で
す
。

国際版画美術館
（財）町田市文化・国際交流財団

共催事業

ふれあい・ミュージアムコンサート
Vol.1

町田・チェコ友好のかけはし

町田フィル・
バロック合奏団

問い合わせ（11）主　　催入　場　料催　　し　　物時　間期　日

７２８・５５８７谷口バレエ研究所整理券配布谷口バレエ研究所　第５３回研究発表会１６：００～１９：００１９日（土）

０４６・２７５・６４８３
０４６・２７４・３１３９南翔一郎音楽事務所Ａ席 ３，０００円

Ｂ席 ２，０００円歌と踊りのチャリティコンサート１２：３０～１８：３０２０日（日）

０４２・８６１・３８８０プライマリーピアノ教室無　料プライマリーピアノ教室ミニコンサート１０：３０～１１：３０２２日（火）

７２８・４３００町田市民ホール

４，５００円テネシーワルツ　江利チエミ物語１８：３０～２０：３０２３日（水）

３，０００円古澤巌×高橋悠治「夏のソナタ」１８：３０～２０：３０２４日（木）

５００円子ども音楽祭１４：００～１６：００２５日（金）

７２２・３３０２スガナミ楽器無　料スガナミ楽器
エレクトーン発表会２００６

①１３：３０～１６：００
②１７：００～１９：３０２６日（土）

①１０：４５～
②１４：３０～
③１７：４５～

２７日（日）

１１：００～１４：００２８日（月）
①１０：４５～
②１３：３０～
③１７：３０～

２９日（火）

０３・３２３３・１５３４スポーツクラブＮＡＳ無　料ＮＡＳキッズダンス発表会１３：００～１６：３０３０日（水）

７２８・４３００町田市民ホール４，５００円サーカス・ハート・オブ・クラシックス１８：３０～２０：３０３１日（木）

国
際
版
画
美
術
館

【
創
作
講
座　

シ
ル
ク
ス
ク
リ
ー
ン
】

　

多
彩
な
表
現
が
可
能
な
こ
の
版
画
の

特
徴
を
活
か
し
て
作
品
制
作
に
取
り
組

み
ま
す
（
多
色
刷
り
・
Ｂ
４
程
度
）
。

○
期
日　

９
月
６
日
〜　

月
８
日
（
水

１１

曜
日
、
全　

回
）

１０

○
時
間　

午
後
１
時　

分
〜
４
時　

分

３０

３０

○
会
場　

同
館
・
ア
ト
リ
エ

○
講
師　

版
画
家
・
古
川
仁
史
氏

○
定
員　
　

人
１０

※
市
内
在
住
の
方
及
び
同
館
の
講
座
の

受
講
経
験
が
な
い
方
を
優
先
の
う
え
抽

選
。

○
費
用　

１
万
８
０
０
０
円

○
申
し
込
み　

往
復
ハ
ガ
キ
の
往
信
面

※
６
歳
以
上
の
お
子
さ
ん
か
ら
入
場
で

き
ま
す
。

【
８
月
２
日
か
ら
町
田
市
民
ホ
ー
ル

（
午
前
８
時　

分
か
ら
）
、
国
際
版
画

３０

美
術
館
（
午
前　

時
か
ら
）
で
入
場
整

１０

理
券
を
配
布
し
ま
す
】

□問
 

町
田
市
民
ホ
ー
ル
11
7
2
8
・
4
3

0
0

町田市民ホール　８月後半の催し物 □問 町田市民ホール11７２８・４３００

町田フィル・バロック合奏団

　

版
画
誌
「
月
映
」
の
版
画
を
中
心

に
、
大
正
初
期
か
ら
関
東
大
震
災
（
大

正　

年
）
前
ま
で
の
、
大
正
期
ら
し

１２

時
（
入
館
は
４
時　

分
ま
で
）
▽
土
・

３０

日
曜
日
、
祝
日
＝
午
前　

時
〜
午
後
５

１０

時　

分
（
入
館
は
５
時
ま
で
）

３０
○
会
場　

同
館
・
企
画
展
示
室
１

○
観
覧
料　

一
般
４
０
０
円
、
高
校
生

・
大
学
生
・　

歳
以
上
の
方
２
０
０

６５

円
、
中
学
生
以
下
無
料

※
初
日
（
８
月
５
日
）
は
無
料
。

【
館
長
に
よ
る
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク
・

ス
ペ
シ
ャ
ル
】

○
日
時　

９
月
９
日
（
土
）
午
後
２
時

か
ら

【
学
芸
員
に
よ
る
ギ
ャ
ラ
リ
ー
・
ト
ー

ク
】

○
期
日　

８
月　

日
、　

日
、
９
月
３

１３

２７

い
、
主
観
的
で
個
性
的
表
現
が
見
ら
れ

る
版
画
約
１
６
０
点
を
紹
介
し
ま
す
。

○
会
期　

８
月
５
日
（
土
）
〜
９
月　
２４

日
（
日
）

※
月
曜
日
休
館
。
た
だ

し
、
９
月　

日
（
祝
）
は

１８

開
館
、　

日
（
火
）
は
休

１９

館
。

○
開
場
時
間　

火
〜
金
曜

日
＝
午
前　

時
〜
午
後
５

１０

版
画
の
青
春－

生
命
を
描
く
、
大
正
期
「 
月  
映 
」
の
時
代－

展

つ
く 
は
え

に
講
座
名
・
住
所
・
氏
名
（
ふ
り
が

な
）
・
年
齢
（
講
座
の
内
容
、
進
行
に

必
要
。
記
入
は
任
意
）
・
電
話
番
号
を

明
記
し
、
８
月　

日
ま
で
（
必
着
）
に

１１

国
際
版
画
美
術
館
普
及
係
（
〒　

－

０

１９４

０
１
３
、
原
町
田
４－

　

－

１
、
11
７

２８

２
６
・
２
８
８
９
）
へ
。

日
、　

日
（
い
ず
れ
も
日
曜
日
）

１０

○
時
間　

午
後
２
時
か
ら
（　

分
程

４０

度
）

【
美
術
館
で
語
り
合
お
う－

ト
ー
ク
・

フ
リ
ー
・
タ
イ
ム
】

　

小
さ
な
お
子
さ
ん
連
れ
の
方
も
気
兼

ね
せ
ず
に
ご
入
場
下
さ
い
。

○
日
時　

会
期
中
の
無
料
日
（
８
月
５

日
）
を
除
く
水
・
土
曜
日
の
午
前　

時
１０

〜
午
後
１
時

同
時
開
催

「
凹
版－

銅
版
画
名
作
選
＋
メ
ゾ
チ
ン

ト
大
特
集
」

○
期
間　

９
月　

日
（
日
）
ま
で

２４

○
会
場　

同
館
・
常
設
展
示
室

「玉乗り」 戸  張  孤  雁 
と ばり こ がん

（１９１４年 ３５．２×２５．３㎝）

薫
製
箱
の
一
般
貸
出
を
利
用
で
き
ま

す
。

○
対
象　

高
校
生
以
上
の
方

○
日
時　

８
月　

日
（
土
）
午
前　

時

１２

１０

〜
午
後
２
時

○
会
場　

大
地
沢
青
少
年
セ
ン
タ
ー

○
定
員　
　

人
（
申
し
込
み
順
）

２０

○
費
用　

３
０
０
円
（
当
日
徴
収
）

○
申
し
込
み　

８
月
１
日
午
前
９
時
か

ら
電
話
で
大
地
沢
青
少
年
セ
ン
タ
ー

（
11
７
８
２
・
３
８
０
０
）
へ
。

２００６．　．　（　） ８ １４ 町田市コールセンター11０４２・７２４・５６５６

生
ご
み
を
出
す
と
き
は
、
ギ
ュ
ー
っ
と
よ
く
し
ぼ
っ
て
水
切
り
し
て
ね

ご
み
減
量
課
11
７
９
７
・
０
５
３
０

問

 自然休暇村�
（長野県川上村）利用受付�

70120・55・2838
申 込 先�

（現地にフリーダイヤルでつながります）�

8月1日から受付開始�

【
２
０
０
７
年
２
月
分
】

　

今
回
受
付
を
す
る
利
用
日
は
、
２
０

０
７
年
２
月
１
日
〜　

日
で
す
。

２８

※
２
月
６
日
〜
７
日
は
休
館
日
で
す
。

※
２
月
１
日
、
８
日
、　

日
、　

日
、

１３

１５

　

日
、　

〜　

日
、　

日
は
冬
期
小
学

１９

２０

２２

２６

校
自
然
教
室
の
た
め
、
利
用
で
き
ま
せ

【
２
０
０
７
年
２
月
分
】

　

今
回
受
付
を
す
る
利
用
日
は
、
２
０

０
７
年
２
月
１
日
〜　

日
で
す
。

２８

※
火
曜
日
及
び
２
月　

日
は
休
館
で

１４

す
。

※
市
の
事
業
等
実
施
の
た
め
、
利
用
で

大地沢青少年センター�
2007年2月分の利用�

７８２・３８００�

◎予約は全て電話受付です。�

1

8月5日から受付開始�

ん
の
で
ご
注
意
下
さ
い
。

　

な
お
、
１
月
分
ま
で
の
予
約
は
随
時

受
け
付
け
て
い
ま
す
（　

月　

日
〜
１

１２

２９

月
３
日
を
除
く
）
。
空
室
が
あ
り
ま
す

の
で
、
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

○
申
し
込
み
で
き
る
方　

市
内
在
住
、

在
勤
、
在
学
の
方
と
そ
の
随
伴
者
ま
た

は
家
族

※
レ
ス
ト
ラ
ン
で
は
、
朝
夕
２
食
２
０

０
０
円
で
食
事
を
提
供
し
ま
す
（
要
予

約
）
。
季
節
に
よ
り
山
菜
、
き
の
こ
な

ど
の
一
品
料
理
も
ご
用
意
し
て
い
ま

す
。

○
申
し
込
み　

８
月
１
日
午
前
８
時　
３０

分
か
ら
、
自
然
休
暇
村
申
込
専
用
フ
リ

ー
ダ
イ
ヤ
ル
で
申
し
込
ん
で
下
さ
い
。

き
な
い
日
が
あ
り
ま
す
。

○
申
し
込
み
で
き
る
方　

市
内
在
住
、

在
勤
、
在
学
の
方
が
過
半
数
の
グ
ル
ー

プ
ま
た
は
個
人
で
す
。

　

な
お
、
１
月
分
ま
で
の
予
約
は
随
時

受
け
付
け
て
い
ま
す
。
お
問
い
合
わ
せ

下
さ
い
。

○
申
し
込
み　

８
月
５
日
午
前
８
時　
３０

分
〜
午
後
１
時
に
大
地
沢
青
少
年
セ
ン

タ
ー
（
11
７
８
２
・
３
８
０
０
）
へ
お

電
話
い
た
だ
い
た
方
を
同
着
と
み
な

し
、
抽
選
を
行
い
ま
す
。
結
果
は
電
話

連
絡
し
ま
す
。
午
後
１
時
以
降
は
電
話

先
着
順
の
受
付
と
な
り
ま
す
。

　

認
証
保
育
所
（
左
表
）
は
東
京
都
が

認
証
し
た
保
育
施
設
で
す
。

認
証
保
育
所
園
児

認　証　保　育　所　一　覧　表
所　在　地電　話保　育　所　名

能ヶ谷町９８－２７３４・４６９６大野保育室Ｂ
型 山崎町１９６７９２・３４４１わんぱく保育室

原町田４－１－１１７２１・１８０８にじいろ保育園
サクセス町田

A
型

南成瀬１－３－５７１０・５１５０都市型保育園
ポポラー東京成瀬園

原町田６－２８－１９７２７・９１８８町田プチ・クレイシュ
鶴間６６１－１ガーデンセシア
セシアプラザ内２階７８８・２１０７ポピンズナーサリー

南町田
能ヶ谷町６６７０８・１４５１小田急ムック鶴川園

【
①
都
営
住
宅
ポ
イ
ン
ト
方
式
（
家
族

向
け
の
み
）
・
ひ
と
り
親
・
高
齢
者
・

障
が
い
者
・
多
子
・
車
い
す
使
用
者
・

特
に
所
得
の
低
い
世
帯
向
②
都
営
住
宅

単
身
者
向
け
・
単
身
者
用
車
い
す
使
用

者
向
け
・
シ
ル
バ
ー
ピ
ア
③
事
業
再
建

者
向
け
定
期
使
用
住
宅
④
都
民
住
宅
】

○
資
格　

①
ポ
イ
ン
ト
方
式
は
高
齢
者

・
心
身
障
が
い
者
な
ど
の
固
有
の
資
格

が
あ
る
こ
と
。
②
単
身
者
向
け
は　

歳
６０

以
上
（
経
過
措
置
あ
り
）
で
あ
る
こ

都
営
住
宅
・
都
民
住
宅

入

居

者

と
、
シ
ル
バ
ー
ピ
ア
は　

歳
以
上
、
③

６５

事
業
再
建
者
向
け
定
期
使
用
住
宅
は
、

都
営
住
宅
の
入
居
資
格
の
ほ
か
に
事
業

の
再
建
に
伴
い
、
自
己
の
所
有
す
る
住

宅
を
失
っ
た
者
で
、
民
事
再
生
法
等
に

よ
る
再
生
計
画
の
認
可
決
定
等
を
受
け

て
お
り
、
都
内
で
事
業
を
行
っ
て
い
る

中
小
企
業
の
経
営
者
で
あ
る
こ
と
。
④

都
民
住
宅
は
、
主
と
し
て
中
堅
所
得
者

の
家
族
を
対
象
と
す
る
住
宅
で
、
所
得

基
準
が
都
営
住
宅
と
異
な
り
ま
す
。
自

ら
居
住
す
る
た
め
の
住
宅
を
必
要
と
し

て
い
る
こ
と
、
所
得
が
定
め
ら
れ
た
基

準
に
該
当
す
る
こ
と
等

※
募
集
ご
と
に
入
居
資
格
が
異
な
り
ま

す
の
で
、
詳
細
は
募
集
案
内
で
ご
確
認

下
さ
い
。

○
申
込
用
紙
配
布
期
間　

８
月
１
日

（
火
）
〜　

日
（
木
）

１０

○
配
布
場
所　

住
宅
課
（
中
町
第
二
庁

舎
１
階
）
、
市
政
情
報
「
や
ま
び
こ
」

（
中
町
分
庁
舎
１
階
）
、
南
・
な
る
せ

駅
前
・
鶴
川
・
忠
生
・
堺
・
小
山
の
各

　

傍
聴
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
事
前
に

電
話
で
都
市
計
画
課
（
11
７
０
９
・
０

５
６
１
）
へ
。

○
日
時　

８
月
７
日
（
月
）
午
後
３
時

か
ら

○
会
場　

市
役
所
本
庁
舎
５
階
第
１
委

員
会
室

○
定
員　
　

人
（
申
し
込
み
順
）

２５

第
１
５
３
回

町
田
市
都
市
計
画
審
議
会

　

直
接
会
場
へ
お
い
で
下
さ
い
。

○
日
時　

８
月　

日
（
金
）
午
後
７
時

１１

〜
８
時

○
会
場　

市
役
所
中
町
第
三
庁
舎
３
階

第
２
・
３
会
議
室

□問
 

都
市
計
画
課
11
７
０
９
・
０
５
６
４

町
田
都
市
計
画
道
路
の
変
更
（
町
３
・

４
・　

号
木
曽
学
園
線
）
の

１３素

案

説

明

会

【
２
０
０
７
年
度
実
施
予
定
分
】

　

市
民
に
安
全
で
新
鮮
な
農
畜
産
物
を

提
供
す
る
た
め
に
、
経
営
を
改
善
・
合

理
化
し
、
農
業
経
営
の
確
立
を
目
指
す

事
業
に
対
し
て
補
助
を
行
い
ま
す
。

○
対
象　

５
年
以
上
農
業
を
続
け
る
意

志
の
あ
る
市
内
の
農
家
、
ま
た
は
３
人

以
上
が
参
加
す
る
農
業
法
人
・
営
農
集

団
で
あ
り
、
か
つ
右
下
表
の
条
件
の
い

ず
れ
か
に
該
当
す
る
方

○
対
象
事
業　

事
業
の
総
額
が　

万
円

３０

以
上
の
も
の

○
交
付
額　

認
定
農
業
者
・
農
業
法
人

・
営
農
集
団
＝
経
費
の
２
分
の
１
（
１

５
０
万
円
限
度
）
、
そ
の
他
の
農
家
＝

３
分
の
１
（
１
０
０
万
円
限
度
）

○
申
し
込
み　

申
請
書
（
農
業
振
興
課

・
Ｊ
Ａ
各
支
店
に
あ
り
ま
す
）
に
関
係

書
類
を
添
え
て
、
８
月　

日
ま
で
（
必

３１

着
）
に
農
業
振
興
課
（
〒　

－

０
０
２

１９４

２
、
森
野
１－

　

－

　

、
11
７
２
４
・

３３

１０

２
１
６
６
）
へ
（
郵
送
可
）
。

※
２
０
０
５
年
度
、
２
０
０
６
年
度
で

既
に
補
助
金
限
度
額
を
受
け
ら
れ
て
い

る
方
は
申
請
で
き
ま
せ
ん
。

農
業
振
興
事
業
補
助
金

農業振興事業補助金　条件表
５頭以上飼育牛または馬
１０頭以上飼育豚
５００羽以上飼育鶏
５００本以上栽培ホダ木
２００㎡以上設置ハウス
２０a以上耕作田畑
１０a以上耕作生産緑地

認
定
証
の
申
請
を

【
限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
額
減
額
認

定
証
】

　

市
民
税
非
課
税
世
帯
に
属
す
る
方
が

入
院
し
た
と
き
に
こ
の
認
定
証
を
医
療

機
関
に
提
示
す
る
と
、
入
院
一
部
負
担

金
の
上
限
が
医
療
機
関
ご
と
に
月
額
２

万
４
６
０
０
円
に
、
ま
た
食
事
の
負
担

額
が
１
食
２
１
０
円
（
過
去
１
年
間
の

入
院
日
数
が　

日
以
上
の
場
合
は
１
食

９１

１
６
０
円
）
に
な
り
ま
す
。

※
市
民
税
非
課
税
世
帯
に
属
す
る
方

で
、
本
人
及
び
同
じ
世
帯
員
全
員
の
収

入
か
ら
必
要
経
費
（
年
金
控
除
に
つ
い

て
は　

万
円
）
を
差
し
引
い
た
と
き
に

８０

老
人
保
健
法
医
療
受
給
者
証
を
お
持
ち

の
方

各
所
得
が
い
ず
れ
も
０
円
と
な
る
場
合

に
は
、
入
院
一
部
負
担
金
の
上
限
は
月

額
１
万
５
０
０
０
円
に
、
ま
た
食
事
の

負
担
額
は
１
食
１
０
０
円
に
な
り
ま

す
。

　

今
年
度
か
ら
老
年
者
に
係
る
住
民
税

非
課
税
措
置
が
廃
止
さ
れ
た
た
め
、
経

過
措
置
と
し
て
、
課
税
世
帯
で
あ
っ
て

も
前
年
の
合
計
所
得
金
額
が
１
２
５
万

円
以
下
で
平
成　

年
１
月
１
日
現
在
に

１７

お
い
て　

歳
以
上
の
方
と
同
一
世
帯
の

６５

市
民
税
非
課
税
の
老
人
医
療
受
給
者
に

は
、
認
定
証
を
交
付
し
ま
す
。

　

認
定
証
の
交
付
に
は
申
請
が
必
要
で

す
。
申
請
さ
れ
た
月
か
ら
対
象
に
な
り

ま
す
。

　

経
過
措
置
に
該
当
す
る
方
に
は
既
に

７
月
下
旬
に
案
内
を
お
送
り
し
て
い
ま

す
の
で
必
要
な
方
は
申
請
し
て
下
さ

い
。

□問
 

高
齢
者
医
療
課
11
７
２
４
・
２
１
４

４

公
共
下
水
道
が

利
用
で
き
ま
す

　

８
月　

日
（
金
）
か
ら
、
小
山
町
の

１１

一
部
で
公
共
下
水
道
が
利
用
で
き
る
よ

う
に
な
り
ま
す
。

　

今
回
、
利
用
が
で
き
る
区
域
に
建
物

を
所
有
し
て
い
る
方
に
は
、
切
り
替
え

工
事
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
・
指
定
工
事
店

名
簿
を
配
布
し
ま
す
。

　

な
お
、
今
回
の
利
用
開
始
に
伴
い
、

図
面
等
を
ご
覧
（
縦
覧
）
に
な
れ
ま

す
。

○
縦
覧
日
時　

８
月
２
日
（
水
）
〜　
１０

日
（
木
）
午
前
８
時　

分
〜
午
後
５
時

３０

※
土
・
日
曜
日
は
除
く
。

小
山
町
の
一
部
で

○
縦
覧
場
所　

下
水
道
部
業
務
課
（
成

瀬
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
内
）

【
切
り
替
え
工
事
に
つ
い
て
】

　

く
み
取
り
便
所
（
し
尿
浄
化
槽
を
含

む
）
を
公
共
下
水
道
に
接
続
す
る
工
事

は
、
指
定
工
事
店
に
依

頼
し
て
下
さ
い
。
な

お
、
水
洗
便
所
改
造
資

金
貸
付
制
度
が
あ
り
ま

す
の
で
ご
利
用
下
さ
い
。

【
公
共
下
水
道
へ
の
切
り
替
え
工
事
を

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
期
間
】

　

く
み
取
り
便
所
の
家
庭
は
３
年
以
内

に
、
浄
化
槽
使
用
の
家
庭
は
遅
滞
な
く

（
１
年
以
内
に
）
公
共
下
水
道
へ
の
切

り
替
え
工
事
を
し
て
下
さ
い
。

【
工
事
は
必
ず
指
定
工
事
店
で
】

　

市
の
指
定
工
事
店
と
偽
り
、
下
水
道

利
用
（
予
定
）
区
域
内
で
、
宅
地
内
に

お
け
る
公
共
下
水
道
へ
の
切
り
替
え
工

事
（
浄
化
槽
か
ら
の
切
り
替
え
工
事
を

含
む
）
を
勧
誘
す
る
業
者
が
い
る
よ
う

で
す
。
市
で
は
一
定
の
水
準
を
有
す
る

技
術
者
が
専
属
し
、
市
長
が
指
定
を
し

た
工
事
店
で
な
い
と
公
共
下
水
道
へ
の

切
り
替
え
工
事
が
で
き
な
い
指
定
工
事

店
制
度
を
と
っ
て
い
ま
す
。
工
事
を
申

し
込
む
際
に
は
、
必
ず
指
定
工
事
店
か

ど
う
か
確
認
し
て
契
約
す
る
よ
う
お
願

い
し
ま
す
。

□問
 

下
水
道
部
業
務
課
11
７
２
０
・
１
８

３
３

市
民
セ
ン
タ
ー
、
市
民
課
駅
前
連
絡

所
、
木
曽
山
崎
・
玉
川
学
園
文
化
の
各

セ
ン
タ
ー

※
市
民
課
駅
前
連
絡
所
は
８
月
５
日
、

６
日
も
開
所
時
間
中
は
配
布
を
行
い
ま

す
。

※
セ
ン
タ
ー
等
は
部
数
に
限
り
が
あ
り

ま
す
の
で
ご
注
意
下
さ
い
。

○
そ
の
他
の
配
布
場
所　

都
庁
、
各

区
、
市
役
所
、
町
村
役
場
、
東
京
都
住

宅
供
給
公
社
募
集
セ
ン
タ
ー
・
同
公
社

各
窓
口
セ
ン
タ
ー

※
申
込
書
等
は
東
京
都
住
宅
供
給
公
社

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
募
集
期
間
中
に
限

り
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

○
応
募　

郵
送
で
８
月　

日
ま
で
に
①

１４

③
④
は
募
集
セ
ン
タ
ー
、
②
は
渋
谷
郵

便
局
に
届
い
た
も
の
に
限
り
受
け
付
け

ま
す
。

□問
 

Ｊ
Ｋ
Ｋ
東
京
（
東
京
都
住
宅
供
給
公

社
）
募
集
セ
ン
タ
ー
都
営
募
集
課
①
②

＝
11
０
５
７
０
・
０
１
０
８
１
０
③
④

＝
11　

・
３
４
９
８
・
８
８
９
４
、
町

０３

田
市
住
宅
課
11
７
２
４
・
１
１
３
０

○
利
用
で
き
る
方　

市
内
在
住
で
認
可

保
育
所
に
入
所
で
き
な
か
っ
た
方
な

ど
、
お
子
さ
ん
を
預
け
た
い
保
護
者

○
対
象　

０
歳
〜
２
歳
児
（
Ｂ
型
）
、

０
歳
〜
５
歳
児
（
Ａ
型
）

○
申
し
込
み　

直
接
、
各
施
設
へ
。

□問
 

子
育
て
支
援
課
11
７
２
４
・
２
１
３

８

　

道
路
は
、
一
歩
家
を
出
れ
ば
、
そ
こ

に
あ
る
大
変
身
近
な
存
在
で
す
。
し
か

し
、
そ
の
身
近
さ
ゆ
え
に
、
市
民
の
大

切
な
共
有
財
産
で
あ
る
こ
と
を
あ
ま
り

意
識
さ
れ
て
い
な
い
の
で
は
な
い
で
し

ょ
う
か
。
こ
の
機
会
に
、
道
路
の
存
在

や
役
割
を
再
認
識
し
、
一
人
ひ

と
り
の
心
が
け
で
、
す
べ
て
の

人
が
い
つ
も
楽
し
く
笑
顔
で
歩

け
る
道
路
環
境
を
目
指
し
ま
し

ょ
う
。

①
交
通
事
故
で
ガ
ー
ド
レ
ー
ル

な
ど
を
破
損
し
た
と
き
は
、
事

故
を
起
こ
し
た
方
の
責
任
で
復

旧
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り

ま
す
。
必
ず
道
路
管
理
者
に
ご

連
絡
下
さ
い
。

②
不
法
投
棄
は
法
律
で
禁
止
さ

れ
て
い
ま
す
。
道
路
に
空
き
缶

や
粗
大
ご
み
、
残
土
等
を
投
棄

す
る
こ
と
は
、
環
境
を
悪
化
さ
せ
る
だ

け
で
な
く
、交
通
の
障
害
に
な
り
ま
す
。

③
樹
木
の
せ
り
出
し
は
、
通
行
で
き
る

幅
を
狭
め
た
り
交
通
標
識
や
カ
ー
ブ
ミ

ラ
ー
を
見
に
く
く
し
た
り
し
て
大
変
危

険
で
す
。
樹
木
は
早
め
に 
剪 
定
し
ま
し

せ
ん

ょ
う
。

④
自
動
車
、
オ
ー
ト
バ
イ
、
自
転
車
の

迷
惑
駐
車
・
駐
輪
は
、
交
通
の
妨
げ
に

な
る
だ
け
で
な
く
事
故
を
誘
発
し
大
変

危
険
な
の
で
絶
対
に
や
め
ま
し
ょ
う
。

⑤
電
柱
や
標
識
柱
等
に
、
は
り
紙
、
は

り
札
、
立
看
板
、
の
ぼ
り
旗
を
設
置
す

る
こ
と
は
法
令
で
禁
止
さ
れ
て
い
ま

す
。
こ
れ
ら
違
反
広
告
物
は
、
道
路
の

景
観
を
損
ね
る
だ
け
で
な
く
、
自
動
車

や
歩
行
者
の
視
界
の
妨
げ
に
な
る
こ
と

が
あ
り
危
険
で
す
。

⑥
商
品
等
を
道
路
上
に
置
く
こ
と
は
で

き
ま
せ
ん
。
商
店
街
な
ど
の
道
路
幅
の

狭
い
と
こ
ろ
で
は
、
自
動
車
や
歩
行
者

が
通
行
で
き
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま

す
。

□問
 

道
路
管
理
課
11
７
２
４
・
１
１
５
１

た
だ
い
ま
と

た
だ
い
ま
と

今
日
も
笑
顔
で
帰
る
道

　
　

今
日
も
笑
顔
で
帰
る
道

８
月
は
「
道
路
ふ
れ
あ
い
月
間
」

８
月
は
「
道
路
ふ
れ
あ
い
月
間
」　
　

８
月

日
は
「
道
の
日
」
で
す

　
　
　

８
月　

日
は
「
道
の
日
」
で
す

１０１０

毎
日
通
る
道
路
は
自
分
た
ち
で
き
れ
い
に
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○
対
象　

市
内
在
住
の
成
人
の
方

○
日
時　

８
月
８
日
（
火
）
午
前
９
時

　

分
〜
午
後
３
時　

分

１０

２０

※
小
雨
実
施
。
中
止
の
場
合
は
電
話
で

連
絡
し
ま
す
。

○
コ
ー
ス　

市
民
ホ
ー
ル
横
観
光
バ
ス

暫
定
発
着
所
（
集
合
）
〜
薬
師
池
公
園

〜
大
賀 
藕  
絲 
館
〜
市
立
室
内
プ
ー
ル

ぐ
う 

し

（
昼
食
）
〜
リ
サ
イ
ク
ル
文
化
セ
ン
タ

ー
〜
市
立
博
物
館
〜
市
民
ホ
ー
ル
横
観

光
バ
ス
暫
定
発
着
所
（
解
散
）

○
定
員　
　

人
（
申
し
込
み
順
）

２６

○
費
用　

７
８
０
円
（
昼
食
代
）

※
弁
当
持
参
も
可
。

○
申
し
込
み　

８
月
３
日
午
前
８
時　
３０

分
か
ら
電
話
で
（
１
回
の
電
話
で
２
人

ま
で
）
市
民
相
談
室
（
11
７
２
４
・
２

１
０
２
）
へ
。

大
賀
ハ
ス
と
公
共
施
設
巡
り

パ
ソ
コ
ン
講
習
会

　

パ
ソ
コ
ン
の
基
礎
的
な
操
作
方
法
を

習
得
し
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や
電
子
メ

ー
ル
を
楽
し
ん
で
い
た
だ
く
た
め
の
講

習
で
す
。
左
表
の
日
程
で
行
い
ま
す
。

○
対
象　

市
内
在
住
で
お
お
む
ね　

歳
６５

以
上
の
パ
ソ
コ
ン
初
心
者

○
会
場　

わ
く
わ
く
プ
ラ
ザ
町
田

○
定
員　

各
コ
ー
ス　

人
（
抽
選
）

２０

○
費
用　

１
７
０
０
円
（
テ
キ
ス
ト
代

等
実
費
）

高齢者パソコン講習会予定表

時　間期　日講座
番号

９：００～１２：００
１２日（火）～
１６日（土）　

９
月

１７

１３：００～１６：００１８

１８：００～２１：００１９

９：００～１２：００２５日（月）～
２９日（金）　２０

　

施
設
の
案
内
と
説
明
を
行
い
ま
す
。

開
始
時
間
ま
で
に
下
水
処
理
場
に
お
い

で
下
さ
い
。

○
日
時　

８
月　

日
（
日
）
①
午
前　

２０

１０

時
か
ら
②
午
後
２
時
か
ら

○
会
場　

鶴
見
川
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

（
三
輪
緑
山
１－

１
）

※
駐
車
場
あ
り
。

○
定
員　

各
回　

人
程
度

３０

○
交
通　

小
田
急
線
鶴
川
駅
か
ら
鶴
川

緑
山
住
宅
行
き
バ
ス
で
「
け
や
き
通

り
」
下
車
徒
歩
５
分
、
ま
た
は
鶴
川
女

子
短
期
大
学
行
き
バ
ス
で
終
点
「
鶴
川

下
水
処
理
場
見
学
会

エネルギー�
センター棟�

駐車場�

救急入口救急入口�

町田街道町田街道�正面玄関正面玄関�

救急入口�

町田街道�
東棟�

工事エリア�

正面玄関�

南口�

Ａ棟�

Ｃ棟�

廃棄�

　市民病院では、増改築
工事に伴い日頃からご迷
惑をおかけしています。
８月１日（火）から、南
口入口へのアクセスルー
トが下記のように切り替
わります。ご不便をおか
けしますが、ご理解ご協
力をお願いします。
□問 病院建設室11７２２・
０６６１

南口のご利用について
市民病院からのお知らせ

高
齢
者

○
申
し
込
み　

左
上
表
の
講
習
会
予
定

表
か
ら
希
望
の
コ
ー
ス
を
選
び
、
往
復

ハ
ガ
キ
（
１
人
１
枚
）
に
講
座
番
号

（
第
２
希
望
ま
で
）
・
住
所
・
氏
名
・

年
齢
・
電
話
番
号
を
明
記
し
、
８
月　
１０

日
ま
で
（
必
着
）
に
町
田
市
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー
（
〒　

－

０
０
２
２
、

１９４

森
野
１－

１－

　

、
わ
く
わ
く
プ
ラ
ザ

１５

町
田
内
）
へ
。

□問
 

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
11
７
２
３

・
２
１
４
７
、
高
齢
者
福
祉
課
11
７
２

４
・
２
１
４
６

女
子
短
期
大
学
」
下
車
徒
歩
３
分

○
申
し
込
み　

８
月　

日
ま
で
に
電
話

１８

で
町
田
市
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
（
11
７
２

４
・
５
６
５
６
、
6
７
２
４
・
５
６
０

０
）
へ
。

□問
 

鶴
見
川
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
11
０
４

４
・
９
８
８
・
７
１
０
１

平成１８年８月１日から�

廃棄物処理場�
市民病院�
C棟�

南口入口�

車道�

喫煙所�

工事エリア�

工
事
エ
リ
ア�

ス
ロ
ー
プ�

ス
ロ
ー
プ�

ス
ロ
ー
プ�

スロープ�

植
栽
帯�

市民病院南口入口案内図

　

申
し
込
み
は
往
復
ハ
ガ
キ
（
１
教
室

１
人
１
枚
）
に
教
室
名
・
住
所
・
氏
名

（
ふ
り
が
な
）
・
年
齢
・
生
年
月
日
・

電
話
番
号
・
市
外
在
住
の
方
は
勤
務
先

ま
た
は
学
校
名
と
そ
の
所
在
地
を
明
記

し
、
８
月
８
日
ま
で
（
消
印
有
効
）
に

ス
ポ
ー
ツ
振
興
公
社
へ
。

※
定
員
を
超
え
た
場
合
、
初
参
加
者
優

先
の
う
え
抽
選
と
な
り
ま
す
。

※
対
象
年
齢
は
教
室
初
日
の
年
齢
で

す
。

【
地
区
健
康
体
操
教
室
】

○
対
象　

市
内
在
住
、
在
勤
、
在
学
の

　

歳
以
上
の
方

１８○
期
間　

９
月　

日
〜　

月
７
日
（　

１４

１２

１１

月　

日
は
除
く
）
の
毎
週
木
曜
日
（
全

２３

　

回
）

１２○
時
間　

午
前
９
時　

分
〜　

時　

分

４５

１１

１５

○
会
場　

旧
緑
ヶ
丘
小
学
校
体
育
館

○
定
員　
　

人
（
定
員
を
超
え
た
場
合

５０

は
忠
生
地
区
在
住
で
、
初
参
加
の
方
を

優
先
）

○
費
用　

４
０
０
０
円

【
初
心
者
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
教
室
】

○
対
象　

市
内
在
住
、
在
勤
、
在
学
の

　

歳
以
上
（
高
校
生
を
除
く
）
の
方

１８○
期
間　

９
月　

日
〜　

月　

日
の
毎

１３

１１

１５

週
水
曜
日
（
全　

回
）

１０

○
時
間　

午
前
９
時　

分
〜　

時　

分

３０

１１

３０

○
会
場　

サ
ン
町
田
旭
体
育
館

○
定
員　
　

人
４０

○
費
用　

４
５
０
０
円

【
初
心
者
テ
ニ
ス
教
室
】

○
対
象　

市
内
在
住
、
在
勤
、
在
学
の

　

歳
以
上
（
高
校
生
を
除
く
）
の
方

１８○
期
間　

９
月　

日
〜　

月　

日
の
毎

１２

１１

１４

週
火
曜
日
（
全　

回
）

１０

ス
ポ
ー
ツ
教
室

※
雨
天
予
備
日
＝　

月　

日
、　

日
。

１１

２１

２８

○
時
間　

午
後
１
時
〜
３
時

○
会
場　

町
田
中
央
公
園
テ
ニ
ス
コ
ー

ト○
定
員　
　

人
４０

○
費
用　

４
０
０
０
円

【
初
心
者
ア
ー
チ
ェ
リ
ー
教
室
】

○
対
象　

市
内
在
住
、
在
勤
、
在
学
の

こ
れ
か
ら
ア
ー
チ
ェ
リ
ー
を
始
め
よ
う

と
す
る　

歳
以
上
の
方

１６

○
期
間　

９
月　

日
〜　

月　

日
（
９

１６

１０

２１

月　

日
を
除
く
）
の
毎
週
土
曜
日
（
全

２３
５
回
）

○
時
間　

午
前
９
時　

分
〜　

時　

分

３０

１１

３０

○
会
場　

総
合
体
育
館

○
定
員　
　

人
２０

○
費
用　

３
０
０
０
円

【
障
が
い
者
卓
球
教
室
】

○
対
象　

市
内
在
住
、
在
勤
、
在
学
の

　

歳
以
上
で
体
育
館
ま
で
通
え
る
障
が

１８い
の
あ
る
方

○
期
間　

９
月
２
日
〜　

日
の
毎
週
土

３０

曜
日
（
全
５
回
）

○
時
間　

午
前　

時
〜　

時　

分

１０

１１

３０

○
会
場　

総
合
体
育
館

○
定
員　
　

人
２０

○
費
用　

７
０
０
円

【
初
心
者
・
初
級
者
卓
球
教
室
】

○
対
象　

市
内
在
住
、
在
勤
、
在
学
の

　

歳
以
上
（
高
校
生
を
除
く
）
の
方

１８○
期
間　

９
月
１
日
〜　

月　

日
（　

１１

１０

１１

月
３
日
を
除
く
）
の
毎
週
金
曜
日
（
全

　

回
）

１０○
時
間　

午
前
９
時　

分
〜　

時　

分

３０

１１

３０

○
会
場　

サ
ン
町
田
旭
体
育
館

○
定
員　
　

人
５０

○
費
用　

４
３
０
０
円

○
対
象　

小
学
生
で
３
日
間
共
参
加
で

き
る
方

○
期
日　

前
期
＝
８
月
８
日
〜　

日
、

１０

後
期
＝
８
月　

日
〜　

日
（
全
３
回
）

２２

２４

○
時
間　

Ａ
コ
ー
ス
＝
午
後
０
時　

分
１５

〜
１
時　

分
、
Ｂ
コ
ー
ス
＝
午
後
１
時

１５

　

分
〜
２
時　

分
（
前
・
後
期
と
も
）

３０

３０

○
会
場　

サ
ン
町
田
旭
体
育
館

小
学
生ト

ラ
ン
ポ
リ
ン
教
室

○
定
員　

各
コ
ー
ス　

人
（
申
し
込
み

１０

順
）

○
費
用　

２
５
０
０
円
（
保
険
料
を
含

む
）

○
申
し
込
み　

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

に
電
話
で
ト
ラ
ン
ポ
リ
ン
協
会
事
務
局

（
11
７
３
２
・
１
７
９
７
）
へ
。

□問
 

体
育
協
会
事
務
局

○
日
時　

９
月　

日
（
祝
）
午
前
９
時

２３

　

分
〜
９
時　

分
に
受
付

１５

３５

○
会
場　

総
合
体
育
館

○
競
技
内
容
・
資
格
区
分　

大
会
要
項

（
総
合
体
育
館
、
サ
ン
町
田
旭
体
育
館

に
あ
り
ま
す
）
を
参
照
下
さ
い
。

○
費
用　

１
人
１
区
分
１
０
０
０
円

（
重
複
出
場
可
）

○
申
し
込
み　

申
込
方
法
・
費
用
の
支

払
方
法
を
大
会
要
項
（
総
合
体
育
館
、

サ
ン
町
田
旭
体
育
館
に
あ
り
ま
す
）
で

確
認
の
う
え
、
９
月
１
日
午
後
５
時
ま

で
に
申
し
込
ん
で
下
さ
い
。

□問
 

体
育
協
会
事
務
局

市

民

ダ

ン

ス

ス
ポ
ー
ツ
大
会

○
日
時　

９
月　

日
（
祝
）
男
女
ダ
ブ

１８

ル
ス
＝
午
前
９
時
か
ら
受
付
、
混
合
ダ

ブ
ル
ス
＝
午
後
０
時　

分
か
ら
受
付

３０

○
会
場　

総
合
体
育
館

○
種
目　

男
子
・
女
子
ダ
ブ
ル
ス
＝
①

一
般
②
ペ
ア
の
年
齢
合
計
が
１
０
０
歳

以
上
▽
混
合
ダ
ブ
ル
ス
＝
③
一
般
④
ペ

ア
の
年
齢
合
計
が　

歳
以
上
⑤
同
１
０

８０

０
歳
以
上
⑥
同
１
２
０
歳
以
上

○
試
合
方
法　

予
選
リ
ー
グ
の
後
、
決

勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
を
行
う
。
た
だ
し
、

チ
ー
ム
多
数
の
場
合
は
ト
ー
ナ
メ
ン
ト

方
式

○
費
用　

市
卓
球
連
盟
登
録
選
手
同
士

の
ペ
ア
＝
１
組
１
０
０
０
円
、
市
卓
球

連
盟
登
録
選
手
と
非
登
録
選
手
の
ペ
ア

＝
１
組
１
５
０
０
円
、
そ
の
他
ペ
ア
＝

１
組
２
０
０
０
円
（
当
日
徴
収
）

○
申
し
込
み　

所
定
の
申
込
用
紙
に
必

ダ
ブ
ル
ス
卓
球

選

手

権

大

会

要
事
項
を
明
記
し
、
８
月　

日
午
後
５

２６

時
ま
で
に
体
育
協
会
事
務
局
へ
。

※
詳
細
は
大
会
要
項
を
ご
覧
下
さ
い
。

　

歩
き
や
す
い
服
装
と
履
き
慣
れ
た
靴

で
お
い
で
下
さ
い
。

○
対
象　

市
内
在
住
の
小
学
生
以
上
の

方○
日
時　

８
月
５
日
（
土
）
午
前
９
時

○
会
場　

総
合
体
育
館

○
内
容　

正
し
い
歩
き
方
等

○
費
用　

１
人
１
０
０
円
（
当
日
徴

収
）

□問
 

体
育
協
会
事
務
局

市
民
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

初
心
者
講
習
会

　

直
接
会
場
へ
お
い
で
下
さ
い
。

○
対
象　

市
内
在
住
、
在
勤
、
在
学
の

　

歳
以
上
の
方

１６○
日
時　

８
月　

日
（
土
）
正
午
〜
午

１２

後
３
時

○
会
場　

総
合
体
育
館

○
内
容　

競
技
規
則
の
解
説
（
自
由
練

習
も
可
）

※
貸
弓
具
を
希
望
の
方
は
事
前
に
電
話

で
町
田
ア
ー
チ
ェ
リ
ー
協
会
（
11
７
３

４
・
０
３
２
１
）
へ
。

○
費
用　

３
０
０
円
、
会
員
２
０
０
円

（
当
日
徴
収
）

□問
 

体
育
協
会
事
務
局

ア
ー
チ
ェ
リ
ー
講
習
会

室
内
プ
ー
ル
自
主
事
業

【
小
学
生
短
期
水
泳
教
室
】

　

キ
ッ
ク
、
息
な
し
ク
ロ
ー
ル　

メ
ー

１０

ト
ル
を
目
指
し
ま
す
。

○
対
象　

小
学
１
〜
４
年
生
の
初
心
者

で
、
も
ぐ
れ
な
い
方

○
期
日　

短
期
Ｃ
コ
ー
ス
＝
８
月
７
日

〜　

日
、
短
期
Ｄ
コ
ー
ス
＝
８
月　

日

１０

２１

〜　

日
、
短
期
Ｅ
コ
ー
ス
＝
８
月　

日

２４

２８

〜　

日
（
全
コ
ー
ス
４
日
間
）

３１

○
時
間　

午
前
９
時　

分
〜　

時　

分

３０

１０

３０

○
定
員　

各
コ
ー
ス　

人
（
申
し
込
み

２０

順
）

○
費
用　

３
２
０
０
円
（
４
日
間
）

○
申
し
込
み　

費
用
を
お
持
ち
に
な

り
、
午
前　

時
〜
午
後
７
時
に
直
接
室

１０

内
プ
ー
ル
へ
。

【
親
子
プ
ー
ル
教
室
】

○
対
象　

市
内
在
住
、
在
勤
の
保
護
者

と
２
〜
３
歳
の
（
お
む
つ
が
取
れ
て
い

る
）
お
子
さ
ん

○
期
間　

９
月
８
日
〜　

月
６
日
の
毎

１０

週
金
曜
日
（
全
５
回
）

○
時
間　

午
後
１
時
〜
１
時　

分
５０

○
会
場　

室
内
プ
ー
ル

○
定
員　
　

組
２０

○
費
用　

２
４
０
０
円

○
申
し
込
み　

往
復
ハ
ガ
キ
（
１
人
１

枚
）
に
教
室
名
・
住
所
・
氏
名
（
ふ
り

が
な
）
・
年
齢
・
生
年
月
日
・
電
話
番

号
・
市
外
在
住
の
方
は
勤
務
先
と
そ
の

所
在
地
を
明
記
し
、
８
月
７
日
ま
で

（
消
印
有
効
）
に
室
内
プ
ー
ル
へ
。

※
定
員
を
超
え
た
場
合
、
初
参
加
の
方

を
優
先
の
う
え
抽
選
と
な
り
ま
す
。

○
期
間　

８
月
１
日
〜　

日
３１

※
水
曜
日
は
お
休
み
し
ま
す
。

○
時
間　

月
〜
金
曜
日
＝
午
後
１

時
〜
９
時
、
土
・
日
曜
日
＝
午
前

　

時
〜
午
後
９
時

１０○
費
用　

３
０
０
円
、
高
齢
者

（　

歳
以
上
）
・
障
が
い
者
１
０

６５
０
円
、
小
・
中
学
生
（
夏
休
み
期

間
中
）
１
０
０
円

□問
 

開
放
時
間
内
＝
町
田
一
中
開
放

プ
ー
ル
管
理
事
務
所
11
７
２
７
・

７
０
０
９
、
南
中
開
放
プ
ー
ル
管

理
事
務
所
11
７
９
９
・
２
４
２

１
、
鶴
川
中
開
放
プ
ー
ル
管
理
事

務
所
11
７
３
６
・
０
５
９
１
▽
開

放
時
間
外
＝
ス
ポ
ー
ツ
課
11
７
２

４
・
４
０
３
６

開
放
し
て
い
ま
す

町
田
第
一
中
学
校
・
南
中
学
校
・

鶴
川
中
学
校
学
校
温
水
プ
ー
ル
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●
「
戦
没
者
遺
児
に
よ
る
慰
霊
友
好
親

善
事
業
」
を
実
施
し
て
い
ま
す

　

（
財
）
日
本
遺
族
会
で
は
先
の
大
戦

で
戦
没
し
た
方
の
遺
児
を
対
象
に
「
戦

没
者
遺
児
に
よ
る
慰
霊
友
好
親
善
事

業
」
の
参
加
者
を
募
集
し
て
い
ま
す
／

費
用
＝　

万
円
（
沖
縄
は
５
万
円
）
／

１０

実
施
地
域
＝
中
国
、
ト
ラ
ッ
ク
・
パ
ラ

オ
諸
島
、
東
部
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
、
ソ
ロ

モ
ン
諸
島
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
、
沖
縄
、
ミ

ャ
ン
マ
ー
、
タ
イ
、
マ
ー
シ
ャ
ル
・
ギ

ル
バ
ー
ト
諸
島
、
台
湾
・
バ
シ
ー
海
峡

／
申
し
込
み
＝
電
話
で
東
京
都
遺
族
会

（
11　

・
３
８
１
２
・
１
７
９
６
）
へ

０３

／
□問
 

（
財
）
日
本
遺
族
会
事
業
課
事
業

係
11　

・
３
２
６
１
・
５
５
２
１
（
内

０３

線
３
６
５
６
〜
８
）

●
町
田
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連
絡
協
議
会
加

盟
・
ま
ち
だ
地
域
国
際
交
流
協
会
「
日

本
語
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
入
門
講
座
」

　

日
時
＝
９
月
１
日
〜　

月　

日
の
毎

１０

２９

週
土
曜
日
、
午
後
１
時　

分
〜
３
時　

３０

３０

分
／
会
場
＝
町
田
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
サ
ロ

ン
／
定
員
＝　

人
（
抽
選
）
／
費
用
＝

２０

４
０
０
０
円
／
申
し
込
み
＝
ハ
ガ
キ
ま

た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
に
住
所
・
氏
名
・
電
話
番

号
を
明
記
し
、
８
月　

日
ま
で
（
必

１０

着
）
に
町
田
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
セ
ン
タ

ー
（
〒　

－

０
０
１
３
、
原
町
田
４－

１９４

９－

８
、
6
７
２
５
・
１
２
８
４
）

へ
。
／
□問
 

同
協
会
11
０
４
４
・
９
８
９

・
１
５
７
６

●
町
田
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

「
Ｓ
Ｐ
事
業
・
植
木 
剪  
定 
技
能
講
習

せ
ん 
て
い

会
」

　

対
象
＝
市
内
在
住
で　

〜　

歳
ま
で

５５

６６

の
就
業
意
欲
の
あ
る
方
／
日
時
＝
講
義

…
９
月　

日
午
後
１
時
〜
４
時
、
実
技

１１

…
９
月　

日
〜　

日
午
前
９
時
〜
午
後

１２

１４

４
時
（
予
備
日
９
月　

日
午
前
９
時
〜

１５

午
後
４
時
）
／
会
場
＝
わ
く
わ
く
プ
ラ

ザ
町
田
ほ
か
／
定
員
＝　

人
（
申
し
込

２０

み
順
）
／
申
し
込
み
＝
往
復
ハ
ガ
キ
に

講
習
名
・
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
電
話

番
号
を
明
記
し
、
返
信
用
に
も
あ
て
先

を
書
い
て
、
８
月　

日
ま
で
（
必
着
）

２５

に
町
田
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
Ｓ

Ｐ
講
習
係
（
〒　

－

０
０
２
２
、
森
野

１９４

１－

１－

　

、
わ
く
わ
く
プ
ラ
ザ
町
田

１５

内
）
へ
／
□問
 

同
セ
ン
タ
ー
11
７
２
３
・

２
１
４
７

●
町
田
市
社
会
福
祉
協
議
会
・
福
祉
バ

ザ
ー

　

日
時
＝
９
月
２
日
午
前　

時
〜
午
後

１０

２
時　

分
／
会
場
＝
ぽ
っ
ぽ
町
田
（
雨

３０

天
実
施
）
／
食
器
、
食
品
、
寝
具
類
、

新
品
衣
料
等
（
破
損
し
た
品
・
汚
れ
が

あ
る
品
を
除
く
）
の
寄
贈
を
お
願
い
し

ま
す
。
８
月
１
日
〜　

日
（
土
・
日
曜

３０

日
は
除
く
）
に
直
接
ま
た
は
宅
配
便
等

で
同
協
議
会
（
11
７
２
２
・
４
８
９

８
）
へ
。

●
町
田
市
社
会
福
祉
協
議
会
町
田
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
・
セ
ン
タ
ー
「
知
っ
て
い
ま

す
か
要
約
筆
記
、
や
っ
て
み
ま
せ
ん
か

要
約
筆
記
」

　

要
約
筆
記
と
は
、
耳
が
不
自
由
な
方

に
ノ
ー
ト
や
Ｏ
Ｈ
Ｐ
等
に
情
報
を
書
い

て
伝
え
る
情
報
保
障
の
一
つ
で
す
／
日

時
＝
８
月　

日
午
前　

時
〜
正
午
／
会

２８

１０

場
＝
町
田
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
セ
ン
タ
ー

／
定
員
＝　

人
（
申
し
込
み
順
）
／
申

２０

し
込
み
＝
電
話
で
同
セ
ン
タ
ー
（
11
７

２
５
・
４
４
６
５
）
へ

●
納
涼
の
夕
べ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

　

「
納
涼
の
夕
べ
」
開
催
当
日
に
ハ
ン

デ
ィ
を
持
つ
方
と
一
緒
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
を
し
て
い
た
だ
け
る
方
を
募
集
し
ま

す
／
日
時
＝
８
月　

日
午
後
５
時
〜
８

２６

時
／
会
場
＝
市
役
所
本
庁
舎
駐
車
場
／

内
容
・
時
間
＝
テ
ン
ト
設
営
…
午
後
１

時
か
ら
２
時
間
程
度
、
売
り
子
補
助
、

盆
踊
り
・
ダ
ン
ス
を
一
緒
に
し
て
い
た

だ
け
る
方
、
車
椅
子
の
方
の
介
助
、
ダ

ン
ス
指
導
…
午
後
４
時
〜
８
時
（
都
合

の
良
い
時
間
）
／
□問
 

町
田
市
社
会
福
祉

協
議
会
11
７
２
２
・
４
８
９
８

●
精
舎
児
童
学
園
・
調
理
員
募
集

　

勤
務
日
時
＝
①
午
前
５
時　

分
〜
９

４５

時　

分
②
午
後
２
時
〜
６
時
（
週
５

４５
日
、
土
・
日
曜
日
出
勤
あ
り
）
／
勤
務

地
＝
同
園
（
木
曽
町
）
／
申
し
込
み
＝

電
話
連
絡
の
う
え
履
歴
書
を
お
持
ち
に

な
り
直
接
同
園
へ
／
□問
 

同
園
11
７
２
２

・
５
２
２
５

●
町
田
市
福
祉
サ
ー
ビ
ス
協
会
・
契
約

職
員
募
集

　

職
種
＝
保
健
師
・
看
護
師
（
看
護
師

は
３
年
以
上
の
在
宅
経
験
者
）
／
勤
務

日
＝
勤
務
表
に
よ
る
、
週
休
２
日
／
勤

務
時
間
＝
午
前
８
時　

分
〜
午
後
５
時

３０

　

分
／
勤
務
地
＝
桜
館
地
域
包
括
支
援

１５セ
ン
タ
ー
（
下
小
山
田
町
）
／
内
容
＝

介
護
予
防
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
等
、
相
談
支

援
業
務
／
人
員
＝
若
干
名
／
採
用
＝
随

時
／
給
与
＝
同
協
会
の
規
定
に
よ
る
／

選
考
＝
書
類
・
面
接
／
申
し
込
み
＝
履

歴
書
と
資
格
証
の
写
し
を
郵
送
で
８
月

　

日
ま
で
（
消
印
有
効
）
に
桜
館
地
域

１０包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
（
〒　

－

０
２
０

１９４

２
、
下
小
山
田
町
３
５
８
０
、
ふ
れ
あ

い
桜
館
１
階
、
11
７
９
７
・
９
４
８

９
）
へ
。

●
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
成
瀬
・
非
常
勤
職
員

募
集

　

高
齢
者
福
祉
施
設
で
の
仕
事
で
す
／

職
種
＝
看
護
師
／
勤
務
日
＝
週
３
〜
５

日
／
人
員
＝
若
干
名
／
即
日
勤
務
可
能

／
詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
／
□問
 

ケ
ア
セ
ン
タ
ー
成
瀬
11
７
２
０
・
２
２

０
２

●
「
シ
ニ
ア
運
転
者
講
習
」
ス
タ
ー
ト

　
　

歳
以
上
の
方
の
免
許
証
更
新
の
た

７０
め
の
講
習
の
充
実
と
利
便
性
を
図
る
た

め
、
８
月
１
日
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
ま

す
。
誕
生
日
の
５
か
月
前
か
ら
誕
生
日

の
１
か
月
後
ま
で
受
講
で
き
ま
す
／
講

習
手
数
料
＝
６
１
５
０
円
／
こ
の
ほ
か

「
チ
ャ
レ
ン
ジ
講
習
と
特
定
任
意
高
齢

者
講
習
（
簡
易
）
」
や
「
運
転
免
許
取

得
者
教
育
」
等
も
実
施
し
て
い
ま
す
。

詳
細
は
警
視
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（h

tt

p
:/
/
w
w
w
.k
e
is
h
ic
h
o
.m
e
tr

o
.to
k
y
o
.jp
/

）
を
ご
覧
下
さ
い
／

□問
 

警
視
庁
運
転
免
許
本
部
高
齢
者
講
習

担
当
11
０
４
２
・
３
６
０
・
９
６
３
４

●
小
麦
の
家
「
親
子
パ
ン
教
室
」

　

対
象
＝
小
学
生
以
上
と
そ
の
親
／
日

時
＝
８
月
７
日
午
後
１
時　

分
〜
４
時

３０

　

分
／
定
員
＝
５
組
（
申
し
込
み
順
）

３０／
費
用
＝
親
子
で
２
０
０
０
円
／
申
し

込
み
＝
８
月
４
日
ま
で
に
直
接
ま
た
は

電
話
で
小
麦
の
家
（
11
７
２
７
・
７
３

０
５
）
へ
。

●
知
的
障
が
い
者
通
所
施
設
・
町
田
か

た
つ
む
り
の
家
・
非
常
勤
職
員
募
集

【
①
ド
ラ
イ
バ
ー
②
事
務
員
（
庶
務
）

③
栄
養
士
】

　

資
格
＝
①
普
通
自
動
車
運
転
免
許
証

を
お
持
ち
の　

歳
位
ま
で
の
方
②
事
務

６５

・
庶
務
経
験
の
あ
る　

歳
位
ま
で
の
方

５０

③
栄
養
士
資
格
を
お
持
ち
の　

歳
位
ま

６０

で
の
方
／
勤
務
日
＝
月
〜
金
曜
日
（
③

は
週
３
日
程
度
）
／
勤
務
時
間
＝
①
朝

夕
各
２
時
間
（
交
替
勤
務
可
、
応
相

談
）
②
６
時
間
程
度
（
応
相
談
）
③
４

時
間
程
度
（
応
相
談
）
／
給
与
＝
同
会

規
程
に
よ
る
／
勤
務
＝
８
月
か
ら
／
採

用
＝
面
接
の
上
決
定
／
委
細
面
談
／
申

し
込
み
＝
履
歴
書
・
免
許
証
の
写
し
を

郵
送
で
８
月
８
日
ま
で
（
消
印
有
効
）

に
白
峰
福
祉
会
（
〒　

－

０
０
６
３
、

１９５

野
津
田
町
１
６
８－

１
、
11
７
３
６
・

６
２
０
４
）
へ
。

●
町
田
商
工
会
議
所
「
わ
か
り
や
す
い

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
作
成
基
礎
講
座
」

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ビ
ル
ダ
ー
を
使
用
し

ま
す
／
対
象
＝
文
字
入
力
等
基
本
操
作

の
で
き
る
方
／
日
時
＝
８
月　

日
、　

２１

２５

日
、　

日
、
９
月
１
日
、
４
日
午
後
６

２８

時　

分
〜
９
時
／
定
員
＝　

人
（
申
し

３０

１０

込
み
順
）
／
費
用
＝
１
万
８
７
５
０
円

（
テ
キ
ス
ト
代
含
む
）
／
申
し
込
み
＝

電
話
で
同
会
議
所
（
11
７
２
２
・
５
９

５
７
）
へ
。

会　場日　時内　容保育園

同　園

８月１日（火）～３１日（木）
※土・日曜日を除く。
１０：００～１６：００

園庭開放（来園の際事務
所に声をかけて下さい）しぜんの国

保 育 園
11７９３・４１６９ ８月３０日（水）※雨天中止。

１０：００～１１：００（要予約）
動物とあそぼう
（未就学児親子対象）

南市民
センター
音楽室

８月８日（火）要予約
１５：００～１６：００

出前保育（有料１００円）
こばとの保育士と遊ぼうこ ば と

保 育 園
11７９６・３６２８

同　園８月１６日（水）要予約
９：５０～１１：００

体験保育（給食代２００円）
給食は１１：００～１２：００

鶴川市民センター
２階

８月１日・１５日（火）、１１日・２５日（金）
１０：００～１１：００

プチプチランド
（０歳・火、１歳・金）

大 蔵
保 育 園
11７３５・３６００ 同　園８月３日、１７日（木）１０：００～１１：３０ワクワクランド（２歳以上）

同　園８月２８日（月）１３：００～１５：００わかくさティータイム�わ か く さ
保 育 園
11７２８・０２８８ 成瀬センター８月３０日（水）要予約

１０：００～１１：００一緒に遊ぼう�＆８月誕生会

堺市民センター
２階ホール８月１０日（木）１０：１５～１１：３０おもちゃランド「夏祭り」こ う さ ぎ

保 育 園
11７７２・３０３４ 同　園８月３１日（木）１０：３０～１１：３０ひよこのひろば「誕生会」

地域の子育て家庭に保育園を開放しています。どなたでもお気軽に遊びに来
て下さい。子どもも大人も一緒に遊びましょう！ お待ちしています。

子育てひろばの
ご 案 内
※内容についてのお問い合わせは各園にお願いします。
※市内保育園３２か所で子育てひろば事業を実施しています。詳しくは子育てひろばカレン
ダーをご覧下さい（上記保育園や各市民センター等約１００か所で配布しています）。

保育園子育てひろば事業 □問 子育て支援課11７２４・２１３８

　

料
理
を
通
じ
て
楽
し
い
ひ
と
時
を
過

ご
し
ま
せ
ん
か
。

○
対
象　

市
内
在
住
の　

歳
以
上
で
高

６５

齢
者
世
帯
、
単
身
者
世
帯
の
方

○
定
員　
　

人
程
度

１５

○
費
用　

３
０
０
円
程
度

○
申
し
込
み　

左
表
か
ら
希
望
の
日
程

を
選
び
、
ハ
ガ
キ
に
住
所
・
氏
名
・
年

齢
・
電
話
番
号
・
希
望
日
（
１
人
１
回

ま
で
）
を
明
記
し
、
８
月　

日
ま
で

２５

（
必
着
）
に
町
田
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
鶴
川
事
務
所
（
〒　

－

０
０
６

１９５

１
、
鶴
川
５－

５－

　

、
サ
ル
ビ
ア
会

１２

館
、
11
７
３
５
・
０
１
５
４
）
へ
。

※
本
紙
６
月　

日
号
掲
載
の
「
ほ
の
ぼ

２１

の
料
理
教
室
の
ご
案
内
」
の
記
事
中
、

町
田
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
鶴
川

事
務
所
の
電
話
番
号
に
誤
り
が
あ
り
ま

し
た
。
正
し
く
は
「
11
７
３
５
・
０
１

５
４
」
で
す
。
訂
正
し
て
お
詫
び
し
ま

す
。

□問
 

町
田
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
鶴

川
事
務
所
11
７
３
５
・
０
１
５
４
（
電

話
回
線
が
１
回
線
な
の
で
つ
な
が
り
に

く
い
場
合
が
あ
り
ま
す
）
、
高
齢
者
福

祉
課
11
７
２
４
・
２
１
４
６

高
齢
者
介
護
予
防
教
室

ほ
の
ぼ
の
料
理
教
室

ほのぼの料理教室日程表
時　間期　日会　場

１０：００～１３：００８月３１日（木）堺市民センター

１０：００～１３：００９月７日（木）木曽森野センター

１０：００～１３：００９月１４日（木）町 田 市 民
フ ォ ー ラ ム

１０：００～１３：００９月２１日（木）木曽山崎センター

　

８
月
１
日
は
、
休
館
日
に
あ
た
り
ま

す
の
で
、
２
０
０
７
年
２
月
分
市
民
展

示
室
申
し
込
み
は
、
８
月
２
日
に
な
り

ま
す
。

□問
 

町
田
市
フ
ォ
ト
サ
ロ
ン
「
秋
山
庄
太

郎
美
術
館
」
11
７
３
６
・
８
２
８
１

町
田
市
フ
ォ
ト
サ
ロ
ン
「
秋
山
庄
太
郎

美
術
館
」

市
民
展
示
室
受
付
の

お

知

ら

せ

　

い
ろ
い
ろ
な
科
学
の
問
題
に
つ
い
て

ま
ち
だ
科
学
の
里

【
あ
な
た
の
た
め
の
エ
レ
ガ
ン
ト
マ

ナ
ー
】

　

か
っ
こ
よ
く
見
せ
る
姿
勢
や
歩
き

方
�
意
識
を
変
え
て
セ
ン
ス
ア
ッ
プ
。

○
対
象　

市
内
在
住
、
在
勤
、
在
学
の

方○
日
時　

９
月
１
日
（
金
）
午
後
１
時

　

分
〜
３
時　

分

３０

３０

○
会
場　

町
田
市
民
フ
ォ
ー
ラ
ム

○
講
師　

ト
ー
タ
ル
コ
ー
デ
ィ
ネ
イ
タ

ー
・
斉
藤
紀
子
氏

○
定
員　
　

人
（
申
し
込
み
順
）

３５

○
申
し
込
み　

８
月
１
日
午
前
９
時
か

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
の

学

習

会

ら
電
話
で
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
（
11
７

２
５
・
８
８
０
５
）
へ
。

※
託
児
（
２
歳
以
上
、
人
数
は
限
り
あ

り
）
を
希
望
の
方
は
、
申
し
込
み
の
際

に
お
申
し
出
下
さ
い
。

【
定
例
自
然
観
察
会
「
夏
の
花
と
虫
」】

　

野
山
の
花
や
、
大
き
な
オ
ニ
ヤ
ン
マ

・
ギ
ン
ヤ
ン
マ
な
ど
を
観
察
し
ま
す
。

○
日
時　

８
月
６
日
（
日
）
午
前
９
時

　

分
〜　

時　

分
（
雨
天
中
止
）

３０

１１

３０

【
夜
の
自
然
観
察
会
「
カ
ラ
ス
ウ
リ
の

花
と
夜
の
虫
」
】

　

カ
ラ
ス
ウ
リ
の
花
や
、
樹
液
に
集
ま

る
ク
ワ
ガ
タ
ム
シ
・
セ
ミ
の
羽
化
な
ど

を
観
察
し
ま
す
。

○
日
時　

８
月　

日
（
土
）
午
後
６
時

１２

　

分
〜
８
時　

分
（
雨
天
中
止
）

３０

３０

○
定
員　
　

人
（
申
し
込
み
順
）

３０

○
申
し
込
み　

８
月　

日
ま
で
に
電
話

１１

で
忠
生
が
に
や
ら
自
然
館
（
11
７
９
２

・
１
３
２
６
）
へ
。◇

○
集
合
場
所　

忠
生
が
に
や
ら
自
然
館

※
駐
車
場
が
狭
い
た
め
、
公
共
交
通
機

関
を
ご
利
用
下
さ
い
。

忠
生
公
園

催

し

□問
 

忠
生
が
に
や
ら
自
然
館
11
７
９
２
・

１
３
２
６

【
リ
ス
園
の
動
物
の
絵
を
描
こ
う
！
】

○
日
時　

８
月
５
日
（
土
）
午
前　

時
１０

〜
正
午

○
講
師　

ア
ト
リ
エ
一
番
坂
・
館
岡
氏

と
生
徒
の
皆
さ
ん

○
持
ち
物　

ク
レ
ヨ
ン
ま
た
は
ポ
ス
カ

リ
ス
園催

し

【
ヒ
ッ
プ
ホ
ッ
プ
レ
ッ
ス
ン
】

　

ス
タ
ジ
オ
で
活
躍
中
の
イ
ン
ス
ト
ラ

ク
タ
ー
の
レ
ッ
ス
ン
を
受
け
、
み
ん
な

で
楽
し
く
踊
ろ
う
�

○
対
象　

小
学
６
年
生
〜
中
・
高
校
生

の
初
心
者

○
日
時　

８
月　

日
〜　

月　

日
の
毎

２８

１１

１３

週
月
曜
日
午
後
６
時　

分
〜
８
時

３０

○
費
用　

２
０
０
０
円
（
全
回
分
）

○
定
員　
　

人
（
申
し
込
み
順
）

１５

○
会
場　

ひ
な
た
村

○
申
し
込
み　

８
月
３
日
午
前　

時
か

１０

ら
電
話
で
ひ
な
た
村
（
11
７
２
２
・
５

７
３
６
）
へ
。

ひ
な
た
村

チ
ャ
レ
ン
ジ
教
室

等【
リ
ス
園
で
育
っ
た
カ
ブ
ト
ム
シ
を

プ
レ
ゼ
ン
ト
！
】

○
期
間　

８
月
９
日
（
水
）
〜　

日
１１

（
金
）

○
時
間　

午
前　

時
か
ら

１０

○
定
員　

各
日　

人
（
入
園
者
か
ら
先

２０

着
順
・
入
れ
も
の
を
お
持
ち
下
さ
い
）

◇

○
会
場　

町
田
リ
ス
園
園
内

○
費
用　

入
園
料

□問
 

町
田
リ
ス
園
11
７
３
４
・
１
０
０
１

予
想
を
立
て
て
実
験
を
し
、
科
学
を
楽

し
み
ま
す
。

○
対
象　

小
学
３
年
生
以
上

○
日
時　

９
月
２
日
〜　

月　

日
の
土

１２

１６

曜
日
（
全
８
回
）
午
前　

時
〜　

時　

１０

１１

３０

分○
会
場　

旧
緑
ヶ
丘
小
学
校

○
内
容　

「
空
気
と
水
」
「
も
し
も
原

子
が
見
え
た
な
ら
」

○
講
師　

仮
説
実
験
授
業
研
究
会

○
費
用　

１
万
２
０
０
０
円
（
テ
キ
ス

ト
、
教
材
費
な
ど
）

○
申
し
込
み　

ハ
ガ
キ
に
住
所
・
氏
名

・
学
年
・
電
話
番
号
を
明
記
し
、
仮
説

実
験
授
業
研
究
会
町
田
サ
ー
ク
ル
（
〒

　

－

０
０
３
３
、
木
曽
町
１
７
９
０－

１９４５
）
へ
（
実
施
要
綱
、
参
加
申
込
書
を

送
り
ま
す
）
。

□問
 

児
童
青
少
年
課
11
７
２
４
・
２
１
８

２



２００６．　．　（　） ８ １８ 町田市コールセンター11０４２・７２４・５６５６

★救急当番医（内科系　午後７時～翌朝８時）
　町田慶泉病院
 （小川１５４６－２　11０４２・７９５・１６６８）
□移動図書館車「そよかぜ号」
１０時２０分：小山白山公園、境川団地市場前、上宿

公園
１時５０分：総合体育館駐車場入口
２時　　：四つ木橋公園、小山田会館
３時　　：つくし野セントラルパーク
３時１０分：能ヶ谷いずみ公園、谷戸クラブ

○法律相談（市民相談室　前週の金曜日に電話で予約）
○暴力団などに関する困りごと相談（１時３０分～４時　市
民相談室　予約不要）
○国の行政相談〈国の行政機関・公団・ＮＴＴ・ＪＲなど
に関する意見や要望について〉（１時３０分～４時　市民
相談室　予約不要）
○労働相談（１時３０分～４時３０分　東京都労働相談情報セ
ンター八王子事務所出張相談　森野分庁舎３階　電話相
談可＝11７２６・１３９４〈月～金〉）
○認知症高齢者等相談（１時３０分～３時３０分　町田市福祉
サービス協会　電話予約制＝11７２８・９０６７）

８／

１
火

☆国際版画美術館市民展示室（～６日　絵 
画と日本刺繍○問 宮井11７９７・３４５９、岡
島11７９７・５４７１）

☆市民ホールギャラリー（～６日　小泉憲子
作品展○問 小泉11７３５・２０７７）

□高齢者福祉センター送迎バス「長寿号」
“薬師台・金井・緑山線”“藤の台・木曽
線”

★救急当番医（内科系　午後７時～翌朝８時）
　町田病院 （木曽町１１２１　11０４２・７８９・０５０２）
□移動図書館車「そよかぜ号」
１０時２０分：成瀬熊ヶ谷戸公園、鶴川さくら病院
１０時３０分：町田荘
２時　　：鶴川台緑の里公園、三輪第一住宅前、

小山市民センター横
３時１０分：鶴川区画整理事務所前、三輪沢谷戸か

えで公園
３時２０分：三ツ目山公園

○法律相談（市民相談室　前週の金曜日に電話で予約）
○年金・社会保険相談〈年金の受給資格、手続、社会保険
に関する相談などについて〉（１時３０分～４時　市民相
談室　電話予約制＝11７２４・２１０２）２

水

☆町田市フォトサロン「秋山庄太郎美術館」 
企画市民展示室（～１４日脇坂恭司「山岳写
真展　八ヶ岳阿弥陀南稜」○問 町田市フォ 
トサロン「秋山庄太郎美術館」11７３６・
８２８１）

□高齢者福祉センター送迎バス「長寿号」
“玉川学園・本町田線”“バスセンター・
境川公社住宅線”

★救急当番医（内科系　午後７時～翌朝８時）
　南町田病院
 （鶴間１００８－１　11０４２・７９９・６１６１）

○法律相談（市民相談室　前週の金曜日に電話で予約）
○登記相談〈不動産や会社登記など登記全般について〉
（１時３０分～４時　市民相談室　電話予約制＝11７２４・
２１０２）
○母性保健・母乳育児相談（１０時～正午、１時～３時　健
康福祉会館　助産師による相談　妊娠の計画に関する相
談可　乳房マッサージ要予約　電話相談も受け付け 
＝11７２５・５４１９）

３
木

□高齢者福祉センター送迎バス「長寿号」
“つくし野・鶴間線”“市役所・森野線”

★救急当番医（内科系　午後７時～翌朝８時）
　南町田病院
 （鶴間１００８－１　11０４２・７９９・６１６１）

○法律相談（市民相談室　前週の金曜日に電話で予約）
○人権身の上相談〈人権侵害などの問題について〉（１時３０
分～４時　市民相談室　電話予約制＝11７２４・２１０２）

○心配ごと相談（１０時～３時　電話相談のみ受け付け 
＝11７２９・５０７０　○問 町田市社会福祉協議会11７２２・
４８９８）

４
金

◎定例教育委員会（午前１０時～　森野分庁舎
○問 教育委員会教育総務課11７２４・２１７２）

□高齢者福祉センター送迎バス「長寿号」
“図師・桜台線”“バスセンター・境川公
社住宅線”

★救急当番医（内科系　午後１時～翌朝８時）
　あけぼの病院
 （中町１－１１－１１　11０４２・７２８・１１１１）５

土

○京王閣競輪ナイター開催（～７日　○問 東 
京都十一市競輪事業組合11０４２４・８９・
１３１１）

□高齢者福祉センター送迎バス「長寿号」
“中町・本町田線”“小山・相原線”

★救急病院（午前９時～翌朝９時）
　�内科系　多摩丘陵病院 （11０４２・７９７・１５１１）
　�外科系　あけぼの病院 （11０４２・７２８・１１１１）
　　　　　　町田慶泉病院 （11０４２・７９５・１６６８）
★町田市歯科医師会休日歯科応急診療所＝健康福祉会館内
（午前９時～午後５時　受け付けは４時まで、事
前に電話で連絡を＝11０４２・７２５・５４１４）

★当番医（午前９時～午後５時）
　�望月外科胃腸科クリニック○内 
 （つくし野２－８－１６　11７９５・４５２３）

　�もとはしクリニック○内 
 （中町２－１４－１０　11７２７・９９３０）

　�成瀬台クリニック○小 
 （成瀬台３－８－１　11７２５・６１３１）

　�鶴川竹本醫院○内  （大蔵町５３０－１　11７３７・８０２０）
　�川村クリニック○内  （本町田２９４３－１　11７２４・７７２７）

６
日

○江戸川競艇開催（～１１日　○問 東京都六市競
艇事業組合11０３・３６５６・０６４１）
□高齢者福祉センター送迎バス「長寿号」
“玉川学園・本町田線”“市役所・森野線”

★救急当番医（内科系　午後７時～翌朝８時）
　多摩丘陵病院
 （下小山田町１４９１　11０４２・７９７・１５１１）

○法律相談（市民相談室　前週の金曜日に電話で予約）７
月

★救急当番医（内科系　午後７時～翌朝８時）
　町田慶泉病院
 （小川１５４６－２　11０４２・７９５・１６６８）

○法律相談（市民相談室　前週の金曜日に電話で予約）
○少年相談〈子どもの非行・いじめなどについて〉（９時
～４時　市民相談室　事前に八王子少年センターへ電話
で予約＝11０４２・６４２・１６７７）
○不動産相談〈不動産取引全般について〉（１時３０分～４
時　市民相談室　電話予約制＝11７２４・２１０２）

○労働相談（１時３０分～４時３０分　東京都労働相談情報セ
ンター八王子事務所出張相談　森野分庁舎３階　電話相
談可＝11７２６・１３９４〈月～金〉）

８
火

☆国際版画美術館市民展示室（～１３日　あや
の会水彩画展○問 西川11７２２・２９４６／～
１３日　夏期子ども講座　版画と鏡の異次元
空間誕生！ 展○問 普及係11７２６・２８８９）

□高齢者福祉センター送迎バス「長寿号」
“薬師台・金井・緑山線”“藤の台・木曽
線”

★救急当番医（内科系　午後７時～翌朝８時）
　町田市民病院
 （旭町２－１５－４１　11０４２・７２２・２２３０）

○法律相談（市民相談室　前週の金曜日に電話で予約）
○交通事故相談〈交通事故に関する様々な問題について〉
（１時３０分～４時　市民相談室　電話予約制＝11７２４・
２１０２）
○認知症高齢者等相談（１時３０分～３時３０分　町田市福祉
サービス協会　電話予約制＝11７２８・９０６７）

９
水

□高齢者福祉センター送迎バス「長寿号」
“図師・桜台線”“バスセンター・境川公
社住宅線”

★救急当番医（内科系　午後７時～翌朝８時）
　南町田病院
 （鶴間１００８－１　11０４２・７９９・６１６１）
□移動図書館車「そよかぜ号」
２時　　：鶴間三角公園、淡島公園、常盤団地
３時１０分：鶴間公園、都営山崎町アパート公園、

馬場児童公園前

○法律相談（市民相談室　前週の金曜日に電話で予約）
○行政手続相談〈相続、許認可申請など暮らしに必要な書
類作成について〉（１時３０分～４時　市民相談室　電話
予約制＝11７２４・２１０２）
○母性保健・母乳育児相談（３日を参照して下さい）

１０
木□高齢者福祉センター送迎バス「長寿号」

“高ケ坂・成瀬線”“市役所・森野線”

消費生活相談1722・0001

消費生活センター（町田市民フォーラム内）�

月～金曜日 午前9時～正午、午後1時～4時�

救急当番医などのお問い合わせ�

医師会テレホンサービス1７３９・０６６０�

http://www.machida.tokyo.med.or.jp

医　師　会　ホ　ー　ム　ペ　ー　ジ�

�

毎日実施しています�

1710・0927

診療時間＝午後７時～１０時（受付は午後９時３０分まで）�

※受診する場合は必ず電話でご連絡下さい�
午後６時から電話をお受けしています�

□健康課1725・5471問�

町田市医師会準夜急患こどもクリニック�

二次救急医療（入院を必要とする救急医�
療）に毎日２４時間対応します。※受診す�
る場合は必ず電話でご連絡下さい�

【内科系・外科系】�
　　・多摩丘陵病院　　　　７９７・１５１１�
　　・町田慶泉病院　　　　７９５・１６６８�
　　・南町田病院　　　　　７９９・６１６１�
【内科系のみ】�
　　・町田病院　　　　　　７８９・０５０２�
【外科系のみ】�
　　・おか脳神経外科　　　７９８・７３３７�
【内科系・外科系・小児科】�
　　・町田市民病院　　　　７２２・２２３０�
※番号をお間違えのないようご注意下さい。�

法律相談は電話予約制です�

市民相談室1724-2102

金曜日の午前８時３０分から�
�次週分の予約を受け付けます。�

マナーを守って�

ペットを飼いましょう�

ごみのポイ捨ては�

　　やめましょう�
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電話相談「心の友」�
８月14日（月）～８月17日（木）は�
お休みです。�


